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,,X``線 像 二 見 タ ル 曙 血

WalterSchmidtu.KarlUpeoltz:DieH5moptoeim

R6ntgenbild.

著 者 ・・先 ヅ喀 血 ノ病 原 學 二關 シ テ述 プル所 ア リ。3300

例 中喀 血151例 ヲ"X'`線 學 的 二追 求 セル ニ

結 核 性 喀 血 ・…131、 氣 管枝 振 張症 … ・11、 雀 血 肺 ・・

・・3
、 肺 膿 瘍 … ・3、 「エ ビ ノコックス」、癌 性 淋 巴 管 炎 、

鈍 力 ・… 各1ナ リキ。

Jogada・ ・吸 引 サ レタル 血 液 ガ「v」像 二及 ボ ス 影 響 ヲ

實 験 的 二検 セ ル ニ多 ク ・・陰 性 二終 レ リ。從 ツ テ彼 ハ吸

引 サ レ・タル 血 液 ハ 別 二 特 異 ナ ル 「レ!」像 ヲ 呈 ス ル モ ノ

ニ非 ズ ト結 論 セ リ。

吾 人 思 フニ 血 液 吸 引量 ヲ 考 慮 スル 必 要 ア リ大 量 ノ場

合 ノ・血 液 充 満 肺 部 ノ空 氣 含量/攣 化 が 詮 明 サ レ・中 等

量 ノ場合 ・・屡 々「レ」像 ニハ見 ル 可 キ モ ノナ ク反 慮性 炎

磨 出 現 ニ ヨ リ始 メ テ「レノ」像 二現 レル。

出血 竈 ノ縄 過 ハ軍 純 ノ吸 攻 ト反 慮 性 ノ炎 症 トナ リ、前

者 ノ場 合 ハ該 肺 野 ハ輕 度 ノ混 濁 ヲ 示 ス 外 攣 化 ナ 〃 髄

温 ノ上 昇 モ ナ 〃敷 日 ニ シテ「レ」像 モ臨 殊 上 ノ症 状 モ 消

失 ス 。 其 他 吸 引性 血 液 ノ 爲 二 膨 脹 不 全 ヲ記 ス モ ノ ア

リ。

後 者 ・・二 次 感 染 ニ ヨ〃 氣 管 枝 性 肺 炎_シ テ 多少 濃 厚

ナ ー標 ノ陰 影 デ 数 日後 ニ ハ 其 問 二 粟 粒 大 叉 ノ・粗 大 ・

硬 キ陰 影 ヲ生 ズ。

此 ノHerdpneumonieノ 経 過 ・・(1)吸 牧、(2)静 止 、

(3)進 行 ノ三 通 リナ リ。 著 者 ・・51例 中(1)ノ モ ・16 、

(2)ノ モ ノ5、(3)ノ モ ノ30例 ヲ見 タ。

(1)及(2)群 ノ・1-一一6mo後 二 臨 殊 上 無 症 状 トナ リ、

(2)群 二於 テノ・"X"線 上 軟 キ小 サ キ 「vン ズ」大 以 下

ノ繊 維 状 叉 ハ蜂 案 状 二連 ナ ル 境 界不 鮮 明 ナル 亙 二融

合 ス ル 局 所 陰 影 ノ集 リヲ見 ル。

此 ノ病竈陰影ハ結核性ナ リ。解剖學的二・・氣管枝周園

炎性 ノ繊維性結節ナ リ。

此 ノ像・・血行撒布性粟粒結核、氣管枝撒布性結核、硅

酸肺等 ヨリ鑑別スルヲ要ス。

(1)群16例 中6例 ・・初期喀血、6例 ・・萎縮性型4例

ハ空洞性肺瘍ナ リ。

(2)群5例 ノ・硬化性、(3)群30例 中21例 ・・陳藤性雨

側性空洞性8例 ・・新 シキー側性空洞性、1例 ハ肺尖浸

潤 ノ崩壌 ヨリ進展 セルモノデ30例 中24例 ハ 直チニ

乾酪肺炎、4例 ・・空洞形成、2例 ノ・8-12ケ 月後停止

性 ヨリ急進行性 二墾 ゼリ。

結核性及 ビ非結核性喀血後 ノ経過 ノ推蓮ハ軍二含有

セル病原菌 ノ種類 ノ相違 ニヨノγ。
り 　

氣 管 枝 振 張 ノ喀 血 ノ牛 数 ハ何 等 症 候 ヲ呈 セ ズ、牛 倣 ハ

局 所 肺 炎 ヲ 起 セ リ。"X`'線 上 結 核 性 ノモ ノ ト匠 別 出

來 ズ 鍛 週 ニ ジ テ 消裾 ス ル モ ノア リ、 膿 瘍 ニナ ル モ ノ

ア リ。

著 者 ノ崔 血肺 喀 血 ノ例 ノ・肺 浸 潤 ヲ有 セル モノナ ク"X"

線 上 禰 漫 性 ノ潤 濁 トシ テ現 ノ・ル 。 此 ノ掴濁 ・・如 何 程

迄 浸 出液 、充 血 二由 來 ス レル ヤ ノ・出血 前 ノ像 ナ キ爲 メ

不 明 ナ リ。

其 他 ノ非 結 核 性 喀 血例 デ ・・,,X``像 二異愛 ヲ認 メ ザ リ

キ。"X"検 査 ハ早 ク局 所 肺 炎 ヲ見 出 ・y共披 リ、合 併症

ヲ理 學 的 症 候 ナ キ時 ニ モ 明瞭 二見 出 シ得 、特 二結 核 ノ

時 二豫 後 ヲ確 定 スル コ トヲ得 、共 外 吸 攻 力融 合 カ ヲ見

出 ス ハ"X"線 二限 ル 。 叉 圭bシ テ症 候 ナ キ 少 量 ノ出

血 ニ ヨ リ撒 布 スル 病 竈 ヲ登 見 ス ル ニ必 要 ナ リ。

(刀 根 山 杉 田 抄)

マ イ 呂ッケ 結 核 五 感 ノ術 式 呂就 イ テ

ErnstMeinickeu.a.:ZurTechnikderMeinicke・

TuberculoseReaktion(M.Tb.R.)
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1著者等 ニ ヨルKuppenreaktiOnハ 内 外 ノ學 者 ニ ヨ リ

テ追 試 サ レタ が其 簡 軍性 、 確 實性 、●特殊 性 二於 ア利 用

サル可 キ 結 核 反 感 ナ ル コ トが謹 朋 サ レタ が 共 後 著 者

尊 ハニ 三 ノ鮎 二於 テ其 術 式 上 改 良 報告 モ リ。

此 ノ方 法 ニ ヨ リ系 統 的Flockigung・ ・明 瞭1・ナ リ非特

殊 性 反磨 ヲ示 ス 傾 向 毛 ヨ リ少 ク 疑 ハ ジ ク 不 確 實 ナル

反 磨 モ其 数 ヲ非 常 二減 ズ。而 シテ共 術 式 ノ吹 ノ如 ジ。

使用 試 桑(1)水 製 結 核 「ア ソ チ ゲ ソ∫強、(2)同 弱{

(3)酒 情 製 結核 「ア ソチゲ ソ」強 、(4)酒 情 製 「コ・Yb

ロー ル ア ソチ ゲ ソ」、(5)3.5%食 盤 水 、(6)0.01%

曹 達 、3.5%食 璽水 。 一

水 製 「ア ソチ ゲ ソ」・・3.5%食 盤 水 ニテ20倍 二 稀 繹 ジ

手 早 ク56-57'重 湯煎 中 ニテ5分 間 加 温 ジテ用 フ。 コ

v二1/11倍 酒 情 製「ア ソチ ゲ ソ」ヲ加 へ 手 早 ク混 ジ2分

間上 記 ノ重 湯 中 ニ テ加 温 ス。 「コ ソ トロ ール ア ソチ ゲ

ソ」ノ・35%食 顧 水 ニ テ11倍 二稀 繹 ス。 試験 管 ・・6本

ヲ用 ヒ次 ノ如 〃 ス。

血 清

〔1:〕

0.2
0■

〔π 〕'

0.2'

〔皿〕

0.2

〔IV〕

0.15

〔V〕

0.15

〔VI〕

0.15

混 含「ア ソ
チ ゲ ソ」量 0.5 q.5 0.5 0.5 0.5 0.5

b

雨 「ア ソチ ゲ
ソ」ヲ混 合 ス

,

弧水製
強酒精製

ψ

弱水製
強酒晴製

'^酒 精 製

「コ ソ ト

や 一 ノレ」
軌

強 水 製
(「ソーダ」加)
強酒情製

弱 水 製(「
ソーダ」加)
強酒構製

酒 精 製(「
ソー ダ」加)
「コ ソ ト

ロ ーノレ」

叩、V、VI二 用 フル 「ア ソ チゲ ソ」ニノ・反 鷹 ヲ減 弱 ス ル

目的 亭「ソー ダ」加 食 盤 水 ヲ以 テ稀 稗 ス。.
ノ

以上 ノモ ノヲ20'室 温 二24時 間 提 キ テ 列 定 ス、 後 ヨ
ヘ リ げ

ク振 盈 グ テ 沈澱 ヲZF等 二液 中 二混 ツ37。 室 温 中F24

時間置 キ.テ・・・…:・定 度 減 弱 セル 反 慮 ヲ再 ビ判 定 ス、

(刀 根 山 杉 田 抄)

炎症 性 結 核 二 關 ス ル概 観

W.Czem章y:。Ubersichtsberichte.tiber.,Dieentztind

licheTuberculose.``..

近 時結 核 ノ研 究 ハ 孤 立 セル 臓 器結 核 ノ範 園 ヲ出 デ ル

傾 向 ア リ。 個 鐙 ・・結 核 菌 二封 ジ 巨 大 細 胞 、 上 皮標 細

胞、 淋 巴 細胞 ト言 ソタ 様 ナ 定 型 的 ナ 組 織 髪 化 ヲ呈 ス

ル コ トナ クー般 二 普 通 的 ナル 炎症 ヲ 以 テ 反 磨 スル コ

ト屡 々ア リ。

著 着ハ、 斯 ル 病 症 二 關 スル 報 告 ヲ 列 記 セ リ。 即 チ

Huebschmann・ ・結 核 菌 ノ侵 入 二封 シ最 初 二起 ル 反 慮

ノ・普 通 ノ炎 症 ナ ル コ トヲSchnittpr五paratFヨ リ詮 明

tリ 。Schlenssingモ 亦 肝 粟 粒結 核 ノ成 立 二際 シ同襟

ナル 事實 ヲ認 メ タ リ。

Jessenモ 結 節 形成 二際 ・yテ同様 ノ現 象 ヲ認z・、Lieb.

ermeisterノ ・屍 罐材 料 二於 テ慢 性 炎症 例 ヘ バ心雍 結 石
へ

形成、 心 臓 内膜 炎 、 心 筋 炎、動 脈 硬 化 症 、肝 硬愛 症、

癒 着性 肋 膜 炎 、腹 膜 炎 、關 節炎 等 が結 核 菌 ニ ヨ リ起 レ

ル ヲ詮 明 セ リ。

Massini,Coronini,Popperモ コ レニ 似 タ實 験 ヲセ リ。

Altmannu.Gesznerハ 特 殊性 過 敏 性 炎症 ヲ動物 二於

テ詮 明 セ リ。

臨 肱 的 ニノ・Schulzガ 「炎 症 性 結 核 」ノ 名 稻1デ 訊 明 セ

リ、 其 登 現 二 「ア し!ルギー」性 反 慮相 ヘ ノ重 鮎 ヲ最 モ

重 要 視 セ リ。 粘 膜 、 漿 液 膜 ノ炎 症 、 臭 鼻症 ノ喘 息、

氣 管 枝 振 張症 、胃潰 瘍 、十 二 指 腸 潰 瘍 等 コ レ・二囑 ス 。

Schlenssingモ 亦"淋 巴血 行 性 肺 瘍 ノ假 装 型"ノ 名 ノ

下 二 同様 臨 躰 症 状 ヲ記載 セ リ。

Gerhartzノ ・Tuberculosoidb呼 ソデ居 ル 。

Pondorfノ ・結 膜 加 答 見(屡 く再 登 スノv)、中 耳 炎 腺病 喘

息 、奪 麻 疹 、習慣 性 便 秘 等 ノ中 二結 核 性 墾 生 ヲ假 定 ス

可 キ 者 アル ヲ説 ケ リ。

Neumannノ ・過 「アvノ レギー 性 反 磨 型bシ テ浸 出 性肋

膜 炎、 結 核 性 多駿 性 關 節 炎、 外 結 核 性浸潤(epitub-

erCU15seInfiltrate)、 氣 管 ノ特 殊 性 加 答 見 性 炎 症 等 ヲ

アク㌔

Re(lpker・ ・「浸 潤 化 」ノ名 ノ 下 二 異 型 結 核 性 、 副 行 性

ヌ!・局 限性 炎症 ヲ意 味 セ リ。

Eliasbergu・Neulandノ 外 結 核 性 浸 潤 モ 同 ジモ ノ ヲ

指 ス。Schlackeニ ヨt/バ 氏 ノ場 合 ノ・Ranke/ll期

島入 ル 時 期 デ 「ツ ベ ル ク リソ」過 敏 性 ヲ持 ツ浸 出性 素

因、 特 徴 ヲ詮 ス ト。

Neisseru・Braenning/Lungentuberkulosoid(肺 結

核 類 似症)ラ 炎症 性 結 核 二入 ル ベ キモ ノナ リ。 盗 汗、

髄 重 減 少 、髄 温不 安定 アノレモ臓 器 結 核 ヲ決 ジテ起 シテ

ハ來 ナ イ。

共 他SchnandgelConjunktivaneuroallergica,Saatho1
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ノ・外 側 性 頴 粒 性 結 膜 炎 、Hirsch・ ・交 感 性 眼 炎、 紅 彩

毛 様 艦 炎 、 覗 紳 経 ノ疾 病 、聴 紳 経 疾 病 、 動 眼瀞 経 及 外

旋 紳 経 ノ麻 癖 、Hammels・ ・皮 膚 ノ炎 症 性 結 核 、Deist

・・結 核 性 腎臓 炎 、Frischノ ・ff£膜 炎 様 症 候 、Czemay

・・結 核 性 氣 管枝 炎 、Groceu.Poncet・ ・關 節 「ロ イ マ

チ ス」、Ahringsmann・ ・多 蛋 性 硬 化 症 、Sch6nhauer

ハ 淋 巴 腺 炎 等 ヲ此 ノ部 類 二入 ル ベ キ モ ノ トス。

炎症 性 結 核 ニ ハ原 因、 獲 症 ノ條 件 、境 界 二 關 シテ 未 タ・

一 致 セ ル意 見 ナ シ
。 唯 個 器 が 著 シク過 敏 トナ レル 特

異 反 慮 状 態 ニ アル コ ト、 從 ツ テ 特 殊刺 戟 二 封 シテ 異

ナ ツ タ反 慮 ヲ 現 ノ・ス 状 態 ニ アル コ トハー 糠 二 認 メ ラ

レル モ ノ ノ如 シ。(刀 根 山 杉 田 抄)

Wiesbaden二 於 テ1937年3月18日 カ ラ20日 二

行 ハ レタ ル 猫 逸 結 核 學 會 學 術 會 議

Berichterstatter:Prof.Dr.W.Unverricht,Berlin:

WissenschaftlicheTagungderDeutschenTuberku-

10se・Gesellschaftvom18.-20.Miirz1937inWiesb・

a(}en.

Schr6derノ ・會長 ト ジテ結 核 研 究!絶 封 的 ナ 必 然 性 ・・

常 二各 々 ノ專 門 的 研 究 ヲ原 理 トシテ 再 ビ 内科 二 蹄 結

ス ベ キ デ アル ト言 フ事 ヲ力 訊 シマ シタ。 ・

第1日 ノ演 題 ノ・「人 類 ノ生ee・=va・y結 核 性 ノー 般 傳

染 ハ如 何 ナ ル 意 味 ヲ 有 ス ル ヤ」 デ ア リ夫 々 二 就 テ

Huebschmannノ ・結 核 ハallgemenieErkrankungdes

gesammtenK6rpersナ リ、 然 シ非 特 異性 ノ病 愛 が ド

ノ黙 マ デ結 核 叉 ハ結 核 毒 素 二 由來 ス ル カ ヲ決 ヌ ル コ

ト・・困 難 ナ リ。G・v.d・Weth・ ・疾 患 ノ・機 能 障碍 ヲ生

ジテ始 メ テ疾 患 ト言 ヒ 得 ル モ ノデ 殊 二結 核 二 於 テ 共

ノ例 著 明 ナ リ。 結 核 獲 症 二二 様 ノ起 リ方 ア リ。

一 群 バ ー 部分 ハ 特 異 性 デ 他 ノー 部 分 ・・非 特 異性 ノ急

性 或 ハ慢 性 ノ中毒 性 作 用 デ ア リ植 物 紳経 、循 環 器水 分

及 蛋 白 代 謝造 血 器 ノ攣 調 ヤ澱 粉 様墾 性 ノ如 シ。 ●

二 群 ・・機 械 的 ノモ ノ ト シ テ 総 括 出來 ル トコ ロ ノ機 能

障 碍 デ、 臓 器 組 織 破 壌 ニ ヨ ル 脱 落 現 象 及 ビ簸 痕 、 癒

著 、 萎 縮 及 墾 形 ニ ヨル績 獲 現 象 等 ナ リ。

結 核 疾 患 ノ成 立 二重 要 ナ ル 條 件 ハ 結 核 菌 ニ ヨル 傳 染

デ ア ル。 一 旦傳 染 アル ヤ先 ノ 運 命 ハ 各 個 髄 ノ刺 戟慮

二答 ノ種 類 ト方 法 ニ ヨ リテ定 マ ル 即Deistノ ・結 核 菌 毒

ノ臓 器 二i封スル 作 用 ヲ述 べ、心、循理 器 ,胃 、腸 、肝 二於

ケ ル 症 状 、Dencetノ 「ロ イ・7チス」、 滲 出 性 肋 膜 炎 ノ

如 キ然 リ。 「ブ リク テ ソ」ト結 節性 紅 斑 ハ 結 核 ト密 接

ナ 關 係 アルallergischesPhenomenナ1,。 内 分 泌 、
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植 物 紳経 、 紳 脛 及 精 紳 病 、皮 膚 骨 ノ或 ル種 ノ疾 病 ト結

核 毒 素 作 用 ト ノ關 係 ノ・未 ダ決 定 的 ナ ラ ズ。 毒 素 作用

二US・vテ ハ 「ツ ベ ル 〃 リ ソ』療 法 ヨ ジ。 ツ イデGraf,

Schedtler,Gobet,Anthony,Schilling以 下 多鐵 ノ報告

ア リ。

第2日 ノ演 題 ハ 結 核 ノ牝 學 的 療 法 及 特 異療 法 二就 テ

デ ア リ。Schlossberger,Bacmeister,Koch,Ritter,

Schellenberg,Arold,FeldtHeuckカ ●金 療 法 及 ソ レト

他 ノ藥 刺 ト2併 用 療 法 ニ ヨル 例 ノ報 告 ヲ述 べ 金療 法

ノ・一一定 ノ刺 戟 療 法 ナ レ ドモ 多 少 ノ 数 果 ヲ認 ム。 特殊

療 法 ト シテ ・・Pannenstie1カ ●生 菌 免 疫 法 、 血 清療 法

ヲ否 定 シ死 菌 殊 二其 解 膿 産 物 ニ ヨ リテ ー 定 ノ 数 果 ヲ

學 ゲ 得 ル コ トヲ述 べ 、然 シ之 ・・病 的産 物 ノ排 出 ヲ高 ム

ル 方 法 ニ マ ッ テ始 メ テ奏 数 ス ト訊 ク。

第2番 目 二Bessau・ ・幼 見期 二於 ケ ル特 殊療 法 二就 テ

「ツ ベル ク リソ」静 脈 注 射療 法 ヲ 推 奨 シ
。 第 三 番 目二

Liebermeisterガ 成 人 結 核 ノ特 殊 療 法 二就 テ免 疫 人血

清 ノ有 敷 ナル コ ト及 ビ「ツ ベ ル ク リ ソ」療 法 ヲ 述 べ、

(絶 封 的 刺 戟 閾 ノ・人 間 ニ テハ10--159ノ 蕪 「ツ ベル ク

リ ソ」ナ リ ト説 ク黙 抄 者 二 了解 出來 ズ)其 他 ノ多 ク ノ

學 者 が 「ツ ベル 〃 リ ソ」療 法 ノ有 数 二就 テ報 告 シKuts・

chera・Aichbergen・ ・猛 毒 生 結 核 菌 皮 内 注 射療 法 ヲ登

表 セ リ。 の

最終 日 ノ・蜀逸 結 核 病 馨 合 同科 學 協 議 力'ア リKayser・

Petersen(Jena)及 ビKoester(Brilen・Wald):1935年

10月18日 ノ蜀 逸 國 民 ノErbgesundheitノ 保 護 ノ爲 ノ

法 律 二 關 シ夫 婦 間 ノ結 核 二就 テ訊 明 シ、績 イテ法學 者

Goetz及DipPe1ノ 訊 明 ア リ。 爾 此 最 終 日 ノ第2

ノ演 題 ノ・"AufgabenundZielederArbeitsbehand・

lungundihreDurchftihrungsm691ichkeitenunter

Ber廿cksichtigungzurerwartenderSondergesetzeflir

denTuberku16sen"デ ア リ夫v二 就 テノ・Dorn,Hein,

Kreuserノ 報 告 力'ア リ"Arbeitsheilstatte"ノ 必要 が

述 ベ ラ レタ 。i欠 ノ 會 長 ノ、Aschoffデ ア リ會 議地 ノ、

Grazデ ァル。(刀 根 山 山 中抄)

5月16-17日 二Bonn二 於 テ 及 ビ12月5-6日

Dusseldorf二 於 テ 行,、 レ タ第18及19同 ノRhein・

Westfalノ 結 核 集 談 會報 告

Berichterst5tter:Dr.Lochtkemper,Dusseldo㎡:crag-

ungsberichtderRheinisch・WestfalischenTuberku-

lose・VereinigungUberdie18.und19.Sitzullgann

16.und17.MaiinBonnundam5.und●6.Dezember
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inDusseldo㎡.

↓W.Sopp(Bonn)ノ ・氣 胸 ノ適 慮症 ト合 併 症 ト共数 果

二就 テ蓮 ベ テヰ ル 。 療 法 ノ禮 竃 期 間 ハZF均3年 デ ア

ル。 早 期 寝潤 二 封 シテ ハ 安 静 ニ ヨ ツテ 消退 ス ル モ ノ

ニハ強 ヒ テ之 ヲ用 フル ヲ要 セ ズ。

A.Heymer(Bonn)・ ・氣 胸 ノ補 定 療 法 即 油 胸 二 就 テ 癒

著 二US・yテEndopleuraleThorakokaustik1・ 上 昇 性

肋 膜 肥 厚 二封 ス ル油 胸 ヲ推 奨 セ リ。

Lorbacher(Holsterbausen)・ ・胸 廓 嶢 灼法 ト油 胸 二 就 ・

テ、98例 中不 快 ナ 合併 症3例 ヲ見 ル ノ ミ、 油 胸 ハ推

奨 セ ズ。'

Koester(Brilon-Wald)・ ・肺結 核 ノ氣 胸 療 法、適 慮症 、

合 併症 及 其 数 果 二就 テ述 べ、

V.Redwitz・Bonnノ ・外 科 的 虚 脱療 法/適 慮症 二就 テ

述 べ、

次 二Gδdde(Windberg)ノ 演 説 ア リ(Z.Tbk.76.Heft

6二 掲 戴)。

次 デSchulte・Tiggesノ 横 隔膜 紳経 手 術 二就 テ及 ビGY

H.Behrノ 人工 氣 胸 ニ ヨル 滲 出液 二就 テ追 加 ア リ。

W.Schrade(Bonn)・ ・肺結 核 ノ薬 物 療 法 二就 テ述 プ。

食餌 ハVitaminト 「カ ロ リ'-」 ノ 豊 富 ヲ 原 理1・ ス 。

Voganヲ 推 奨 シ食 鞭 ヲ 少 〃 シCaヲ 経 ロ ニ 與 フ 過

榮養 法 ハ却 テ有 害。 食 慾 鉄 乏 二 封 ジテ 無 睡 酸 症 二 ・・

Euzynorm,Halsana(葡 萄 糖 ト婆 芽 糖 混 合 物)、 植 物 紳

経 不 安 定 二 ・・iル ミナ ー ル」、 豪 汗 ニ ハSalbeiextrakt

及 ビ樟麟 酸 、呼 吸 困 難 二 ・・「コラ ミ ソ」、 喀 血 一 ハV-C

及 ビSangostOP.

ErichBoth(Bonn)ノ ・肺 臓診 漸 二於 ケ ルRontgehschi-

chtaufnahme二 就 キ考 案 セル 器 械 ヲ供 覧 シ。A・Hey・

mer・ ・牛 型 結 核薗 ニ ヨル 疾 患 二就 テ、 結 核 牛 ノ生 乳

ヲ飲 用 ・yテ罹 患 セル2人 ノ兄 弟 ノ例 ヲ述 ブ。G・Sch・

10mka(Bonn)・ ・硅 肺 ト結 核bノ 鑑 別診 噺 二就 テ 其 併

登 セル 場 合 ノ診 噺 上 ノ注 意 ヲ 述 ブ。Gebbing(Bonn)

ノ・傳 染病 、心臓 病 、紳 経 病 ノ際 ノ双 生 兇 槍 査 ヲ、Nagel

(Bonn)・ ・血 小 板 減 少 ト 結 核 ヲ、Schulte・Tigges・ ・成

人 ノ要 治療 肺 結 核 ノ適 時 ノ認 識 ヲ蓮 ブ、多 勢 ノ健 康盟

ト見 ユ ル モ ノ ・内 カ ラ 治 療 ヲ要 ス ル 結 核 患 者 ヲ 見 出

ス爲 ニ ハ「レ ソ トゲ ソ」透 覗 ノ ミデ ハ見逃 ス率 多 久 澤

山 ノ鴇 眞撮 影 ・・高 償 デ アル 。 赤沈 モ不 充 分 ナ リ、ソ レ

ニ ハ喀 疾 検 査 以 外 二非 特 異 性 及 ビ特 異 性 血 清 反 慮(「マ

イニッケ」反 慮 及 ビHao9氏Ballungsreaktion)ニ ヨ リ

認 識 ヲ可 良 ナ ラ シメル 事 が 出來 、 開放 性 ノ90%、 閉

鎮 性 ノ83%迄 認 識 シ得 。 以 上 ニ ヨツ テ 選 澤 シタ疑 ノ・

シ イモノ ハ㌧ ・ソ トゲ ソJ撮 影 ヲ 困難 ナ シ ニ 施 行 セ ラ

レル。Ludtmann(Mifnster)・ ・補 足 的 二 早 期 診 噺 上

Schilling・ ・,.UnspezifischeStatus"ヲ 重 要 覗 シ、

Reuscner,Kleve・ ・上述 ノSchillingノ 方 法 ヲ時 間

ト勢 力 ノ鮎 ヨ),排 ス。Haag(Dusseldorf)・ ・遺 傳 生 物

學 ト結 核 二就 テ 述 ベ テヰ ル 。 之 ・・遺 傳 型 即 基 礎 條 件

(SpezifischeWiderstandsschw5che)ト 外 界 ノ影 響2P補

助 條件 ト登 生條 件(Erreger)ト ノ三 ツ カ●相 侯 ツ テ結 核

ガ現 ・・レル ト云 フ。(刀 根 山 山 中抄)

ZeitschriftfarTuberkuloseBand78.Heft3.1937.
、

大人 呂 於 ケ ル結 核 ノ第 一 次 感 染 護 生 卜其 ノ経 過

Prof.Dr.BrunoLange:VorkommenundVerlauf

dertUberkul6senPrim琶rinfektiondesErwachsenen.

人類 結 核 二於 テ第 一 次 感 染 ・・小 見 期 ノモ ノ が60%、

青 春 期 ノモ ノ ガ40%ア ノ〃 デ アル 。Peretti,Dtihl等

二俵 ル ト近 年 丈 明國 二 於 テ ・・青 春 期第 一次 感 染 が 堆

加 ノ傾 向 ヲ有 ス ル 様 デ ブル 。HeimbecK・ ・Oslo大 學

看護 嬬 見習 生 徒 ノ饅 格 槍 査 二於 テ、48%・ ・探 用 當 初

ヨ リTo反 慮 陽 性 ヲ示 シ、他 ノ陰 性 者 ・・勤 務 中 二全 部

To反 慮 陽性 轄 化 ヲ行 ツ タ。 此 ノ原 因 ハ新 シク結 核 二

感染 シタ爲 デ アル ト云 ツテ ヲル 。 叉 同 氏 ノ・初感 染 ヲ

受 ケタ看 護 嬬 デ1年 以 内 二50%・ ・登 症 シ、2年 間 ヲ

経 過 ス ル ト實 二75%以 上 曇 症 シタ ル ニ 、 探 用 當 初 ヨ

リTo反 慮 陽性 者 ・・登 症 者 が甚 ダ少 イ ト云 ツ テ ヲル 。

同 様 二Kristensen氏 ・・UpPsalaノ 大 學 ノ看 護 婦 二

就 テ、 探 用 當 初 ヨ リTo反 慮(+)ノ モ ノニ比 シ陽 性 榑

化 ヲ行 ツ タ モ ノ ・方 が2倍 二 近 イ 登 症 者 ヲ 出 ・yテ ヲ

ル。Scheel氏 モOslo署 科 大 學 生 二 就 テ 略 く同様 ナ

成績 ヲ出 シ、 大 髄 二於 テ 反 慮陰 性 ノモ ノ ガ 結 核 感 染

二曝 サ レ・テ罹 患 二到 ル 期 間 ハ約14ケ 月 ト見 ル 事 が出

來 ル 。

今 日迄 ノ著 者 ノ経 験 二依 ル ト、大 人 二於 ケ ル第 一次 感

染 ト共 ノ結 果 ノ・次 ノ様 ナ モ ノデ アル 。

1)大 人 ニナ ツ テ始 メ テ結 核 二曝 サ レル ト、新 ヅキ結

核感 染 ノ徴 候 ト シテ、To反 慮 ノ陽性 縛 化 ガ現 バ レル 。

2)第 一 次 感 染 ノ装 症 卒 ・・感 染 ヲオ コ シ盈 共 ノ年 が
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最 高 デ アル 。

3)第 一i欠感 染 ノ大 多撒 ハ 何 等 疾 病 症 候 ヲ 認 メ ズ シ

テ輕 過 ス ノレ。疾 病 ハX線 検 査 二俵 テ初 メ テ認 メ ラル ・

場 合 ガ 多 イ。

4)第 一 次 感 染 二俵 ル病 状 ハ 奮 イ 結 核 ノ再 燃 トー 寸

匠 別 ノツ キ難 イ 事 が アル 。 叉 一部 ノ、小 見 期 ノ第 一 次

感 染 トヨ 〃似 タ形 ヲ現 ノ・シテ來 ル事 が ア ル。

著 蕎 ノ考 ヘ デ ノ・To反 磨 ハ小 見 ノ ミニ施 行 セ ズ、 大 人

ニ モ 施 行 ス ベ キ デ アル 。 殊 二義 務 的 二 青年 男 女 ノ・一

定 期 間 ヲtイ テTo反 慮 ヲ行 ヒ、 其 ノ健 康 状 態 ヲ常 二

署 學 的 二、 監 硯 シ ナ 〃 テ ハ ナ ラ ナ イ。To反 慮 ノ債 値

ハ 其 ノ疾 病 ノ源 泉 ヲ極 メ、 早 期 登 症 状 態 ヲ楡 ジ、結 核

感 染 危 瞼 ノ分 布 増人態 ヲ調 ベル ニ止 ラズ、 進 ソデ、少 ク

トモ 、肺 結 核 ガ全 ク第 一i欠感 染 二依 ル モ ノデ アル カ否

力、 將 タ叉 、後 年 恐 ル ベ キ肺 疹 ヲ オ コス第 ご 次 感 染 ハ

何 時 頃 起 ッ タ カ、 或 ノ・叉 、肺 瘍 ノ登 生 二重 感 染 が如 何

ナ ル意 味 ヲ有 ヌ ル カ ト云 フ 問題 二封 シ 反 磨 ハ 決 定 的

ナ 断 定 ヲ 下 シ得 ル モ ノ ト考 ヘ ル次 第 デ アル。

(刀 根 山 早川 抄)

猿 ノ原 護 性 皮 虐 結 核

Prof.Dr.HansSchleussing:PrimttreHauttuberk-

ulosebeimAffen.

雄 性猿 二於 テ塗 布 感 染 二 俵 ツ テ 左側 下肢 二 局所 淋 巴

腺 ノ乾 酪 性 饗 性 ヲ 具 ヘ ル 原 登 性皮 膚結 核 ヲ 登 生 セ ジ

'ムル 事 ヲ得 タ リ
。 此 ノ物 ハ 肉 眼 的、並 二顯 微 鏡 的 二、

普 通 ノ廊 瘡 ト良 ク似 テ ヲル が、動 物 實 験 ヲ行 ソ テ見 ル

ト、 其 ノ切 片 標 本 ニ モ塗 抹 標 本 ニ モ、亦 培 養 試 験 二於

テ モ、 人 型 結 核 菌 ヲ謹 明 ジ、他 ノ細 菌 ノ・認 メ ナ イ。結

核 菌 ハ健 塵 ナ皮 膚 ノ毛嚢 ヲ通 ジテ、個 燈 ニー 定 ノ反 磨

ヲ起 サ セ テ留 内 二侵 入 ス ル ノデ アル が、然 ジ人 髄 二於

テ ノ・此 ノ事 ハ 何 時 デ モ 容 易 二 謹 明 出來 ル 毛 ノデ ハ チ

ィ。(刀 根 山 早 川 抄)

重 症 肺 結 核 患 者 ノ糖 尿 病 ノ治 療=就 テ

Dr.MaximilianNicolai:ZurFragederTherapied6s

Diabetes「be'ischwererLungentuberkulose;

臨 肱 的 二見 テ、 重 篤 ナ ル 糖 尿 病 ヲ 具 ヘ ル 重 症 肺 結 核

デ モ實 際 二、 治 癒 ジ 得 ル モ ノ デ アル 。 實 際 問 題 トシ

;テ、糖 尿 病 ヲ停止 サ セル 爲 二特 二注 意 セ ネ バ ナ ラ ヌ、

即 チー 方 二於 テ組 織 ノ「グ リコ ー ゲ ソ」ノ不 足 ヲ補 フ爲

二 含 水炭 素 ヲ多 駈 二含 メ ル食 物 ヲア タ へ、他 方 二新 陳

代 謝 ノ重 荷 ヲ 輕 減 ス ル 目的 デ、 可 ナ リ多 量 ノ脂 肪 、

-i蛋白 質 ヲ
.給與 セ ネ バ ナ ラ ヌfi故;Insulin・Glykose
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Aquivalentノ ・良 〃注 意 シテ 適 切 二 行 ノ・ネバ ナ ラヌ。

含 水炭 素 ノ壇 量b必 要 ナInsulin・ 特 量 トノ・必 ズ シモ卒

行 シナ イ。 故 二毎 日血 糖 量 ヲ 測 定 ジ テ、 其 ノ結 果、

Insulinノ 量 、 ア タ ヘ ル 時 期 ヲ 定 メ、 大 髄 二 於 テ、

Hypoglyktimieニ ナノ司蒙二1シ、 有 害 ナ ル .Exsudation

ン起 ツ テ來 ル ノ ヲ避 ケ ネ バ ナ ラ ヌ。 例 ヘ バ 雨 側 人 工

氣 胸 療 法 ヲ必 要 トス ル様 ナ 、豫 後 ノ悪 イ重 症 結 核 二於

テ サヘ モ、 上 記 ノ様 ナ 食 事療 法 ト、 人 工 氣 胸 療 法、横

隔 膜 紳脛 捻 除 術 等 ヲ粂 ネ テ.立 派 二臨 躰 的 二治 癒 ジ得

タ例 モ アル 。'『(刀 根 山 早 川 抄)

Prof.Dr.HorstHabs:Ist,,Triform。Standard``zur

DeSinfektionIbqiTuberkulosegeeignet?

Triform鋼 ノ・Firma,DU'sseldorf等:"一 ヨ ツ テ結 核 清毒

ru.hシ テ推 賞 サvテ ヲル 。'EHoderノ ・該 製刺 ノ1%

液 ハ5時 間 デ 喀 疾 中 ノ 結 核 菌 ヲ 殺 菌 ス ル ト云 ツ テ ヲ

ル 。 然 シ著 者 ハ本 剤 ヲ結 核 清 毒 剤 ト シテ、種 々使用 ジ

テ見 タ ガ、其 ノ結 果 ハ絵 リ思 ハ ジク ナ カ ツタ。 叉 本剤

ノ組 成 ニ ハ非常 ゴ差 違 イ多 イ事 ヲ認 メタ リ。

(刀 根 山 早 川 抄)

結 核 見童 ノ外 來 治 療 ノ翻 察

von'JanAdamavanScheltema:Beobachtungenbei

ambulanterBehandlungtuberku16serKinder.

一 般 状 態 モ可 ナ リ良 ク 叉 家 庭 ノ 状 況 モ 可 ナ'リ良 イ所

ノ幼 見 が輕 度 ナ結 核 性 疾 患、殊 二濃 潤 或 ハ肺 門 結核 二

冒 サ レタ時 二、外 來 患 者 トシ テ治 療 シ或 ハ槻 察 ス ル事
.
が 出 來 ル 。 大 抵!場 合 ノ・患 者 ・・病 源 ノ近 ク ニ 居 ル ニ

モ不 拘 、 必 ズ シ モ、 病 状 が 悪 化 ス ル トハ 限 ラナ イ。

却 テ既 二著 者等 が指 摘 セ ル如 ク、入 院 治療 ヲ行 フ ヨ リ

モ 悪化 ヌ ル 事 が少 イ。 然 ジ乍 ラ傳 染 源 ヲ 消滅 セ ジム

ル 爲 ニハ 盆 く努 力 シ ナ ク テ ハ ナ ラ ナ イ。抽 問 性感 染 モ

病 院 二 於 ケ ル モ ノ ヨ リモ 少 イ。 外來 患 者 ノ治療 二當

リ其 ノ基礎 トナ 〃 モ ノ ハ 盟 重 ノ墳 加 デ アル。 然 シ之

モ正 常 範 園 内 ノ事 デ アル 。 長 期 二亙 ル 障 源 ノ 爲 二慶

育 ノ 遅 レノレ事 ハ1除 リ恐 ル ・二足 ラナ イ。 然 ジ 乍 ラ

其 ノ中 ノ少 倣 ノ者 ハ 恐 ル ベ キ 再 燃 ヲ起 ス 事 ガ アル。

ヤiethen氏 ノ・何 デ モ、カデ モ小 見 結 核 ヲ療 養 所 二valv

事 ノ非 ヲ戒 ン、 家 庭 二於 テ 低 廉 二 而 モ 有数 二 看 護 ノ

出來 ル事 ヲ圭 張orテ ヲル 。Kieffer氏 モ之 ヲ認 メ、 叉

著 者 ノ實 験 ノ結 果 二 依 ル モ、Viethen氏 ノ考 ～ ・最

モ正 ジキ モ ノデ アル 。(刀 根 山 早 川 抄)
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TheAmerican .ReviewofTub6rkulosis.Vol.XXXIV,No。4,1936.

小見 結 核=劃 ス ルB.C.G「 ワ クチ ン」ノ使 用

Koreszturi,Camille,andPark,William.H:TheUse

oftheB.C.GVaccineAgainstTuberkulosisin

children.

家 兎 呂 於 ケル 實 瞼 的 怖結 核 ノ病 理 二 關 ス ル研 究

Medler,E.M.andSasano,KT.:AStudyofthe.

PathologyofExperimentalPulmonaryTuberkulosis

intheRabbit.

紐 育 「メ トロ ポ リタ ソ」生 命 保 険 會1辻 ノ へ 一 ヂ マ ソ研

究室

家 兎 ヲ用 ヒ テ肺 組 織 二於 ケ ル 初 感 染 並 二 再 感 染/現

象及 ピ結 核病 竈 ノ中心 ノ位 置 二 關 ス ル 研 究 ヲ行 ッ タ。

感 染 ハ静舐 内 注 射 二依 リ、菌 腫 ハ著 昔 ～研 究 室 ニ テ分

離 培養 ジ タB.C.Gノ 毒 力 彊 、中、弱 ノ3種 デ アル 。

1)種 々 ノ實 験 的 條 件 二 依 ツ テ家 兎 二 起 サ シメ タ 結

核 病 竈 ハ人 間 ノ肺 結 核 二 於 ケル 病 竈 ノ位 置 、 進 行 状

態 、空 洞 形威 、 氣 管 枝i生蔓 延 及 ビ 治癒 状 態 等 二 類 似

orテ居lv。2)實 験 デノ・各 條 件 ハ 加 減 が出 來 ル カラ、

共 ノ條件 二慮 ジテ 其 結 果 モ亦 種 々 ノ 程度 二 攣i化 シ テ

表 レ極 メ テ論 理 的 ナ解 澤 ヲ下 シ得 ル が、然 シ人 間 ノ疾

患 デ ハ前 提 タル 條 件 二 加 減 力●キ カナ イ'カラ 其 結 果 二"L■ ■「■'

付イテノ病理學的瞼討デハ論理的二行カナィ事がア

〃。3)著 番等 ノ成績二依レバ次 ノ貼 ガ著明デアツタ

様二思ハレ・ル。

a)「 アレル ギー」ノ・限局性病竈 が空洞形成 ヲ起ス場

合ノ圭因デ・・ナイ。b)初 感染二於 イテ惹起シタ組織

ノ攣化ハ再感染時 二於 イテ限局性結核浸潤が空洞形

成ヲ起ス場合 ノ圭因デ・・ナイ。c)限 局性空洞病竈

ノ豪生スル鶏 ニハ、結核菌 ノ毒力及ビ量 ト宿圭 ノ抵抗

虹ビニ結核菌ノ肺組識内二於ケル 位置 トノ間二於イ

テ或ル均衡 が必要デアル。d)肺 野 ノ上方部位ハ下方

部位ヨリ毛結核感染 二封 シテ抵抗力が弱イ。e)家 兎

ノ姿勢ヲ墾換スル事二依ツテ、進行性病竈ノ位置ヲ愛

化・y得タ。4)人 間 ノ肺結核二於ケル所謂成人型 ノ大

部分、肺組織 ノヨリ抵抗力ノ少イ上方部位二結核菌ノ

局在 スルタメー;.一起ル襟 二思ハvノレ。5)肺 實質 ノ或

ル部分ガ何故二結核惑染二W・yテ ヨリ感受性が高イ

カト言フ決定的ノ理由ハ解糧 出來ナイ。此 ノ鮎二關シ

テ ハ如 何 ナル 推 量 モ結 局 臆 測 二過 ギナ イ。

.(宇 多 野 山 内抄)

結 核 ノ恢 復 呂俘7血 球 計 算 卜臨 林 所 見 トノ關 係

Boissevain,C.H.Forster,A.M.andGood,B.D.:

今CorrelationofBloodCountsandClinicalSymp。

tomswithRecoveryfromTubersulosis.

コ ロ ラ ド州 ク ラ グ モ ア療 養 駈

ク ラグ モ ア療 養 所 二於 ケ ル1923年 ヨ リ1934年 ノ間 二

恢 復退 所 セ ル 患 者 ノ統 計 的 瞼 索 デ、臨 抹的 症 尉 泣 二實

験 的所 見 ヨ リ結 核 ノ 終 局 的 恢 復 二 關 係 スル 相 關 係 数
_.一 泌.,認

ヲ求 メタ者 デ アル。 臨 休的 症 候 ノ 中 デ ハ 咳漱 ノ量 ガ

恢 復 二封 ジテ 最 高 ～ 相 關 係 数 ヲ 示 シテ居 ル。 印 チ咳

漱 が減 ル程 愈 く経 過 ガ 良 ク ナル 。 實 験 的 折見 ノ 中 ニ

テ ノ・1立 方 糎 中 ノ 中性 嗜 好 細 胞 ノ総 鍛 ガ 恢 復 二 封 シ

テ最 高 ノ相 關 係 数 ヲ示 シテ 共 総 数 ノ少 ク ナル 事 ハ 経

過 ノ好 榑 ヲ示 シテ 居 ル。(宇 多野 山 内抄)

肺 結 核 ノ活 動 性 測 定 トシテ ノ赤 血球 沈 隆 速 度 ノ意

義

Kelley,Winfield,0.:TheErythrocyteSedimentation

RateinEstimatingActivityinPulmonaryTuberku .

losis.

紐 育州 トル ウ ドウ療 養 所

290人 ノ肺 結 核 患 者 ニ テ1381同 ノ 赤 血球 沈 降速 度 ヲ

検 査 シタ結 果 ノ結 核 ノ活 動 性機 傳 ノ 研 究 二 際 シ テ ハ

沈 降 速 度 トX線 鳥 眞 トノ 間 ニ ノ・密 接 ナ 相 關 關 係 が ア

ツ テ、 活 動 期 ニ ハ速 度 ハ 促 進 シテ 居 ル。・叉106人 ニ

テ塾 白血 球像 ヲ モ 検 査 シタ ガ 活 動 性 ヲ 決 定 ス ル ニ ハ

白血 球 像 ノ・沈 降 速 度 程 精確 ぞ ナ イ。實 二沈 降 速 度 ・・病

症 ノ経 過 二正 確 二随 件 ス ル モ ノデ、殊 二或 ル 若 干例 ぞ

ハX線 二新 シ イ陰 影 が現 レル 前 二沈 降速 度 ダ ク デ
、再

登 ノ危 瞼 ヲ豫 知 シ得 タ者 が アル 。 猶 肋 膜 炎 ノ80.5%

症 例 ニ テハ沈 降 速 度 が 凡 テ 異 常 デ ア ツ タ。 一 般 的 二

言 ヘ バ沈 降 速 度 ハ1時 間 後 ノ 値 漸 臨 休 的 ニ ハ 最 モ 簡

軍 デ且 ツ實 用 的 デ アル 。(宇 多 野 山内 抄)

海 演 ノ賓 験 的 結 核 二於 ケ ル超 短 波療 法 ノ影 響

King・David,H.andRubin,Henry .M.:TheInfluence

ofRadioUltrashortWaveTherapyonExperimental

TuberculosisinGuineaPigs .
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此所二言フ所 ノ短波及超短波電流1…1秒 間/震 動

数10-100萬 、 帥チ波長 ニシテ30-3米 問 ニシテ10

-30米 、波長 ノ者 ヲ短波b言 ヒ10米 以下 ノ者 ヲ超短

波 トシテ居ル。 而シテ電流ハ金属電極デ直接二均髄

二通ズル ノデアル。自分・・Falconer150「 ワット」ノ消

費、6米 ノ超短波 ヲ出シ得ル装置ヲ用 ヒタ。而 シテ海

狸 二結核菌 ヲ植ヱ、1週 間叉・・3週 間ノ間隔 ヲ隔テ ・

充電板 ヲ三種 ノ異ナル 方法デ用 ヒテ 電流ヲ通ジタ。

斯檬ニシテー方法一組10匹 宛海猿 ヲ所置 シテ樹照 ト

比較 シタ所、1.結 核感染或ノ・其病竈 ノ櫨大及ビ進行

等二何等 ノ影響 ヲ認 メナカツタ。2.温 度ヲ加減シテ

強弱 ノ量 ヲ種 々一ジタが、結核感染叉・・其進展上二何

等 ノ影響 ヲ及Ptサ ナイ様 二思ノ・レタ。3.3ケ 月間 ノ

所置デ何等 ノ有害ナル 作用モ 亦合併症モ起 ラナカッ

タ。4.注 意深 キ技術 ニヨリ火傷ハ線 テノ實験二於 イ

テ起 ラナカッタ。5.此 ノ實験 ノ結果 ハ人間二於ケル

有敷的結果ハ充血作用及 ビ加熱 ニヨルノデ、特殊作用

ニヨル者デ・・ナイ1・言 フShedtlerノ 意見b一 致スル

ケ レ・ドモ、著者等ノ結論ノ・實験 ノ條件 ニノミ磨用出來

ル ノプ ア ソ テ、所 置 セル動 物 ノ撒 ガ除 リニ少 数 デ アル

故 、 アル推 論 ヲ下 ス ニ ハ 充 分注 意 ヲ 要 ス ル ト 考 ヘ テ

居 ル。(宇 多 野 山 内抄)

胸 廓 整 形 術 及 ビ横 隔 膜 麻 痺 ガ全 肺 或 ハ其 部 分 肺 二

封 ス ル 鼓 果

Lindskog.GeE.andFriedman,1.TheEffectof

ThorakoPlaskyandPhrenicParalysisontheTotal

VolumeoftheLunganditsComponentparts.

"肺 ノ嚢 状 疾 患

Pollock,William,C.:PulmonaryCysticDisease.

坐2移 住 地 二 於 テ 療 養 所 退 所 患 者 二 加7ル 後

療 法

Gross,ClaraRegina:PostsanatoriamCareatthe

BeUvueSettlementHouse.

紐育 艸1カ タ ラ ガ ス 郡=於 ケ ル黒 人 及 ビ白人 ノ結糧

護 見 藪 比 較

Korns,John,H.:ComparativeTuberculosisFindings

AmongIndiansandWhitePersonsinCattarangus

County,NewYork.

璽
TheAmericanReviewofTuberculosis.Vol.XXXIV,No.5,1936.

肺 結 核 ノ虚 脱 療 法 トシテ ノ油 胸

MinasJoannides:OleothoraxinCollapseTherapy

ofPulmonaryTuberculosis.

人 工 氣 胸=於 ケ ル肋 膜 内堅 ノ璽 力計 二依 ル讃 ミ

AndrewPeters,AltonS.PopeandJ.Cramer

Hudson:ManometricReadingsofIntrapleuralPr・

essuresinArti6cialPneumothorax.

人 工 氣 胸 ヲ行 フ上 二 歴 力 計 が 本 質 的 二 重 要 デ アル コ

トヲ實 際 的 二示'YJzノ へSaugmanカeee… 一一・人 者 デ ア

ノVo

其後踵力計・・人工氣胸装置/中 最モ重要ナモノデァ

ノVコトが一般二認 メラvテ 來テ、色々ナ塵力計ガ用 ヒ

ラレテ來タ。最近 二至 リ、歴力計 ノ最モ普通ナ種類、

最モ普通ナ目盛 リノ讃 ミハ何デアル カトイフ問題 ガ

耳目ヲ惹キ出ジタ。 ソレノ・氣胸療法が廣範圃二善及

or、患者が1箇 所デ引績 イテソノ療法ヲ受ケズニ、数

箇所 ノ病院デ… 々違フ手術者二治療 シテ貰フコ トガ

稀デナクナツタカラデアル。故工氣胸髪置ノ統一、歴

力計 ノー定 ノ誼 ミ方 ガ問題 トナリ、此 ノ問題 二關 ジ多

クノ椛威者ハ物理學 者ノ助ケヲ借 リテ決定的ナ案ヲ

作 リ、之 ヲ米國療養所協會二提出ジ、ソノ探用ス〃虜

トナソタ。 著者ハソノ推薦ノ理由及ビ根本的原理ヲ

詳細二述ベテヰル。

(1)歴 力計 ノ渥力決定二關スル原理

趣力計ノ・U学 管 ノモ ノヲ用 ヒ、中ニハ水 ヲ入 レタモノ

ヲ用 ヒル。胸腔内麗ノ・大氣 ノi堅ヨ)」少シ〃低ク、カ・

ル僅少 ノ趣力差ハ水銀桂デノ・讃 ミ取 リ難 イカラデア

ル。胸腔内腿ヲ計ルニノ・、腿力計・胸壁ヲ貫ク刺針・歴

力計 ト刺針 トヲ結ブ管ガ必要デアル が、之等ハ各々空

氣 ヲ含 ソデ居 リ、刺針 ヲ胸腔二入 レタ時、 ソレラノ空

氣ノ・胸腔二流入シ、此ノ装置内ノ空氣 ノ容積が減少ス

ル。氣温 ヲー定デアル ト假定スvバ 、之二Boyleノ

法 則力'適用サvテPV=const.bナ リ、氣胸 ノ時ノ如

キ渤 差小ナ塒 ニハ空氣容積ノ攣化ハ ムv-一 苦

△Pbナ ル。騰力計 ノ液面b刺 針 トノ間ニアツタ空氣

容積 ノ攣化 △Vハ 、一定 ノ歴力差 ノ下二於テ・・、元來

此1一 系二保有 サvテ 居タ空氣容積Vが 大ナ〃程大

キクナル。帥チ吸入セラル ・空氣量ハ、一系 ノ保有ス
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ル空氣量大ナル 程大 キイ。故 二此 ノ空氣ノ流動量 ヲ

小ナラシメル爲 ニハ、支障ナキ限 リ歴力計及ビ連絡管

ノ容積 ヲ小 ニセネバナラヌ。 空氣流動量ガ大ナル時

へ 歴力計 ト胸腔 トノ間二卒衡力・得ラレルニ暇取 リ、

歴力計ノ歴 ヲ誼 ミ取 リ難イかラデアル。

次二刺針ノ直径及 ビ長サバ1堅力計 ノ誼 ミニ如何ナル

影響ヲ與ヘル カ。 ソノ直径小ナルモノトス レパ、毛細

管ヲ瓦斯髄が通過スル理論 が適用サ レ、毎秒毛細管 ヲ

通ル空氣 ノ流動量ハ次式デ與ヘラ1!ル 。

V一 搦 長
1(31十D)△P●

上 式 ニテDノ ・毛 細 管 ノ直径 、1ノ ・ソ ノ長 サ、ri・・粘 性

係 数、 ζヲ滑 リノ摩 擦 係 鍛 トス ル 。

今 ζノ・水 銀 柱1粍 以 下 ノ歴 ノ時 二重 要1・ナ ル が、現

在 ノ目的 二 向 ツ テ ノ・零b看 倣 サt!ル 。 △Pハ 毛 細 管 ノ

雨端=於 ケル 歴 力 ノ差 デ アル 。D=0.1糎 、1=5糎 、

△P=10粍(水 銀 柱)、20℃ 二於 ケル 空 氣 デ ハ 粘 性 係

数 ノ・N=1808×10-7。 然 ル 時 ノ・

V=π(0.1)4×1x13.6×980125
x1808×10-7x5

epチ 直 径1粍 、 長 サ5糎 ノ毛細 管 ヲ 座 力 差10粍 ノ下

二流t1ル 空氣 ノ最大 量 ・・36.2立 方糎bナ ル。 實 際 ニ

ハ ムPノ ・時 間 ト共 二墾 化 シ、叉 墜 力 差 ハ次 第 二均 等 化

ス〃 カ ラ、 ソ レが1秒 間 二起 ル ト假 定 ス レバ、1秒 経

ツタ時 ノ管端 二於 ケノレムPハ 零 トナ ル 。

36.2故 二實 際 上流 ル ・空 氣 量 ノ・18.1ccmト ナ ル。刺2

針 ノ直 径 ヲ ソ ノ牛 分 ノ0.05糎 トスvパ 、 空 氣 ノ流 動

1量
ハ前 ノTtbナ ル 。 此 ノ 際 刺 針 ノ長 サ ・・1乗 ヲ以 テ

墾化 ス ル 故、 通 過 スル 空氣 ノ 流 動 量 二 大 ナル 影 響 ヲ

與 ヘ ナ イ。故 二刺 針 ノ長 サ バ絵 リ重 要 ナ要 素 デ ナ イ。

以 上 二依 リ、絵 り細 イ刺 針 ヲ用 フル 時 ハ空 氣 ノ流 動 量

ハ除 リニ小 サ クテ、 呼氣 ・吸氣 何V二 於 テ モ ー 系 ノZF

衡 が成 立 セ ズ、從 ツ テ歴 力 計 二於 テ讃 マ レル 墜 力 差 モ

絵 リニ小 トナル コ トが分 ル 。 歴 力 計 ノ 誼 ミ ト實 際!

胸 腔 内歴 ト ド レ程 違 フ カ バ、刺 針 内 ヲ通 過 スル 空 氣 量

如何 ニ ヨル。歴 力計 及 ビ 連 絡 管 内 ノ空 氣容 積 ガ大 キ イ

程、墜力 計 ノ讃 ミノ・正 シイ値 ヲ遠 ザ カノレ。 然 ラバ理 想

的 ナ装 置如 何 トイ フ ニ、之 ノ・非 常 二大 キ ナ刺 針 ト實 用

上支障 ナ キ限 リ管 経 ヲ小 ニ シ タ 歴 力計 トヲ 備 ヘ タ モ

ノト云 ヘル 。 歴 力 計 ノ 管 経 が 若 ・y3粍 以 下 デ アル ト

毛細 管現 象 二俵 ツ テ水 桂 が管 ヲ上 ラ ヌ カ ラ、 ソ レ以 下

デ アツ テ ハ ナ ラ ヌ。

(2)氣 胸 術装 置 ノ臨 躰 的 磨用
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歴 力 計 二用 ヒル液 ・・水 が ヨ イ。 歴 力計 ト胸 腔 内歴 ト

ノ間 ノ歴 力 差 ガ甚 ダ大 キ ク、水 銀 ヲ用 ヒネ パ ナ ラ ヌ様

ナ場 合 ・・稀 デ、ソ ノ時 モ墜 力 計 ノ管 ヲ精 ζ長 〃 ジテ水

ノ溢 レ出 ル コ トヲ防 ゲ バ ヨ イ。 目盛 リ ノ 刻 ミ・・牛糎

毎 トス レバ、U字 管 ノ時 ・・-122倍 シテ讃 ミ取 ラナ イ

デ濟 ム。 」又言費 ミ易 〃ス ノレ爲 メ 「メノVク ロク ロー ム」ト

カ「フ〃 シ ソ」ヲ水 二混 ジテ著 色 ス レバ ヨ イ。

刺 針 ハ大 ナ ル方 ガ良 イbシ テ モ、1.2粍 以 上 ノ直経 ダ

ト外 傷 ヲ大 ニ シ 且 皮 下 組織 へ 空 氣 ヲ 散 逸 セ ジメ ル恐

レガ アル。 叉 細 ク テ0.8粍 以 下 ダ ト 組 織 片1・ 力 麻 酔

薬 液 トカ煮沸 清毒 時 ノ残 液 デス グ塞 がル が、此 抵 抗 ハ

大 キ イ カ ラ讃 ミが出 ナ イ。

(3)結 論 一 ・

以 上 ノ様 ナ理 論 及 ビ臨 林 的経 験 ヲ基 ト シテ、次 ノ如 キ

装 置 ノモ ノガー般 二用 ヒ ラル ・標 二提議 ス ル 。

1。.墜 力 計及 ビi連絡 管 ノ直経 ハ3-5粍 卒 均4粍

2。.'刺 針 ノ直経 ノ・0.8-1.2粍 卒 均1.0粍 、 長 サ ノ・

2--2.5吋

3。.連 絡 管 ノ長 サ ・・支 障 ナ キ限 リ短 クス ル。 併 ジ實

際 的 ニ へ 氣 胸 装 置 ノ出 ロ カラ 刺 針迄 ニ ノ・十 分 ナ 長

サ ヲ必 要 トス ノレ。(宇 多野 伊 藤 抄)

開 放 性肺 結 核 患 者 二 於 ケ ル 喀 擁 中 ノ菌 藪 二及 ボ ス

人 工 氣 胸 術 ノ影 響

EmilBunta:.TheInfluenceofArtMcialPneumoth-

oraxontheBacillaryCountinopenCasesof

PuhnonaryTuberculosis.(CollapseTherapyClinic,

MunicipalTuberculosisSanatorium,Chicago,Illinois.)

公 衆衛 生 ノ見 地 カ ラス1ノ バ、封 結 核 戦 二於 テ攻 撃 ノ封

象 トナ ル モ ノハ菌 陽 性 ノ 喀 疾 ヲ出 ス 患 者 デ ア ル。 肺

虚 脱療 法 ノ優 秀 ナ ル 成 果 ノー ツ ノ、喀 疾 ヲ無 菌 ニ シ テ

行 フ コ トデ、特 二人 工 氣 胸 ノ・菌 喀 出 ヲ抑 制 ス ル最 モ優

秀 ナ 手 段 デ アル 。著 者 ハ並 二顧 ミテ氣 胸 ヲ施 シ タ モ ノ

ト施 サ ヌ モ ノトデ ハ菌 数 ノ 減 少 ガ ドレ 程違 フ カ ヲ調

査 シ タ。

患 者 ハ凡 テ菌 陽 性 ナ モ ノデ、氣 胸 ヲ施 シ タモ ノデ ハ、1

施 術 シ タ側 ニ ノ ミ空洞 ノ ァル モ ノ、雨 側 共 二 空洞 アル

モ ノ、前 者 デ ハ更 二施 術 側 二肋 膜 癒 著 アル モ ノ及 ビ無
、

キ モ ノニ分 類 ンタ。

菌 鍛 ノ鍛 へ方 ハ 「覗 野 二就 キ」幾 ツ トイ フ 方 法 ヲ用 ヒ、

統 計 ノ取 リ方 ・・、氣 胸 ヲ施 シタ 期 間 ガ3ケ 月 以 下 ノモ

ノ'、3ケ 月以 上6ケ 月以 内 ノモ ノ、6ケ 月 以 上9ケ 月

以 下 ノモ ノ ト イフ風 二各3ケ 月 ヲ軍 位 トシ、 ソ ノ期 間



1458 抄

内 ノ菌 ノ卒 均 位 ヲ取 ツ タ。

成 績 ノ摘 要:一

氣 胸 ヲ受 ケ タ モ ノモ、 受 ケ ヌ モ ノモ、時 ト共 二菌 数 ノ

減 少 ス ル コ トが 認 メ ラ レノレ。 併 シ氣 胸 患 者 デ ノ・非 施

術 者 二比 シ、時 ト共 ニー 層 明 白且 確 實 ナ菌 激 ノ減 少 が

ア リ、 速 カ ナル 無 菌 ノ水 準線 ヘ ノ前 進 ヲ示 シタ。

雨肺 二空 洞 ノア ル 者 ヲ除 ク ト、 凡 テ ノ氣 胸 患 者2・7-・-

9ケ 月 迄 ハ ソ ノ他 ノ 治 療 月撒 ノモ ノ ヨ リー 暦 明 白 ナ

菌 藪 ノ減 少 ヲ示 シ タ。

施 術 シ タ肺 二空 洞 が アル が肋 膜癒 著 ノナ イ者 ノ・、最 モ

剃 然 タル 菌 籔 減 少 、無 菌 ノ水 準 線 ・トノ最 モ速 カナ ル接 、

近 ヲ示 シタ。 雨側 二空 洞 アル 者 デ施 術 サ レタ者 へ 菌.

籔 減 少 ヲ示 ス コ ト最 モ少 ク.最 モ無 菌 水 準 線 へ接 近 ジ

ナ カ ツ タ。 肋 膜 癒 著 ハ 雨 側 性 空 洞 ノ 場 合 程 甚 シ クノ・

ナ イ が、 菌 籔 減 少 二封 シ妨 害 的 ナ影 響 ヲ與 ヘ タ。

要 ス ル ニ氣 胸 療 法 ノ期 間 ノ長 短 、氣 胸 ヲ施 ス側 ノ肋 膜

癒 著 ノ有 無 、氣 胸 ヲ施 サ ヌ側 ノ空 洞 ノ有 無 等 ノ色 々ノ

條 件 が アッ テ完 全 トイ フ課 ニハ 行 カ ヌ が、開放 性 肺 結

核 患 者 二氣 胸 ヲ施 ス ト躍 進 的 ナ 菌 薮 減 少 が 見 ラ1ノノレ。

(宇 多 野 伊 藤 沙)

氣管 枝 卜交 遍 ナ キ 肺 空 洞 二就 テ

DavidSalkin.A.V.Cadden&R.B.McIndoe:

TheBlockedPulmonaryCavity(TheHopemont

Sanitarium,Hopemont,WestVirginia,andThe

MichiganStateSanatorium,Howell,Michigan.)

肺 空 洞 ハ結 核 問題 上盗 々重 大 覗 サ レ テ來 タ。 ソ レハ活

動 性 疾 患 ノ示標 デ ア リ,豫 後 二恐 シキ結 果 ヲ及 ボス コ

トノ・廣 ク認 メ ラ レテ ヰ ル。 色 々文 厭 ・・アル が、未 ダ空

洞 ノ生 理 ♪・明 カデ ナ イ。 重 要 ナ未 解 決 ノ問題 ハ 、空洞

治 療 ノ正 確 ナ方 法 、 一 旦治 癒 シタ 空 洞 が 再 現 ス ル 原

因 、 空 洞 が時 二急 激 二其 ノ大 サ ヲ愛 ヘル コ ト、多 ク ノ

空 洞 ハ物 理 的 症 状 ヲ訣 ク コ ト等 デ アル。 著 者 ・・共 等

二資 スル 慮 アラ ソ トテ、氣 管枝 ト交 通 シ テ居 ナ イ空洞

二就 テ研 究 シ タ。

通 常 通 リ ノ屍 髄 解 剖 デ ハ、死 後 空 洞 等 ノ形 が 歪 ソダ リ

叉 微 小 ナ 氣 管 枝 ヲ辿 ル ノノ・長 時 間 ヲ要 ス ル故 、死 後 直

チニX線 吸 牧物 質 ヲ肺 二注 入 シテX線 像 ヲ作 リ、解 剖

ス ノレ時 ニハ共 ノ残 留 物 質 ヲ辿 リ易 イ様 ニ シタ。

著 者 ノ・カ ・ル 空洞 ヲ有 ス ノレ15人 ノ患 者 二就 テ 槍 索 ジ

テi欠 ノ如 キ結 果 ヲ得 タ。 塁 姻 饗 暫

氣 管 枝 トノ交 題 ヲ モ タナ イ空洞 が存 在 シ得 ル コ ト、 ソ

ノ空 洞 ・・大 キ イ ノモ小 サ イ ノモ ア リ、内容 物 ノ液 が液

録 【第15巻

面 ヲ示スモ ノモ示サヌモノ毛ア・リ弓氣管枝 ト交通 シデ

ナクテ弼ソ2,:ぐ5大 ∫キクナノVモノモアリ・、 一般 ノ空

洞b同 標 二空洞症1伏:シ呈。g.、一般空洞 ト同様チ肉眼

的及 ビ顯微鏡的特徴ヲ有ムル。氣管枝 か,ノ交莚力・杜

絶 ジタ原因ハ、.空洞臼:勇ガ敗 慶物 デ尭1チ氣管枝へ♪

ロカ塞 ガルゴ ト、 氣管枝 内側 が髪化 シテ空洞ヘノ開

ロ部 が塞ガルコ㍗、氣管枝 ノ.外部カラ愛化 が起 り歴

迫サ レテ空洞ヘ ノロカ。塞 力`ルコ・ト等ノコトガ學ゲラ

t!ノ レo・ ・.

以上 ノ成績 カラ著者ハ次ノ様二確信スル、(1)空 洞 ノ

排水管タル氣管枝 ト空洞 トノ交通ヲ絶 テバ 空洞ハ治
　 び 　 コ ロ コ の

癒 ス ルt・「リピ オ ドツ レ」イ氣 管 内注 入 ヲス ル時 ・X纏

デ 見 テ 空洞 ダ.ト思 ハ レテ ヰ タ 塵 ノモ ノニ 「リビ オ ドー

」YI)'入 ラ ヌ時 ノ・ソt!ハ 空洞 デナ イ。(3)空 洞 ノ排 水

管 タル 氣 管枝 ト空 洞 争 ノ交 通 が 杜 絶 ス ル コ トハ 空洞

ノ物 理 的 庄 状 ノ消 滅 ス コ ト ヲ意 味 ス ル。

該 空洞 ノ豫 後 ノ～一 般 ノ 空 洞 ト異 ナ ル モ ノデ ナ イ ト考

^ラ レル。 ハ 〃 ・再 ピ氣 管 枝 ト交 通 ヲ始 メ、菌 陽 性 ト

ナ ル例 モ 見 ラ レル コ ド等 カ ラ云 ヒ得 ノレ。

氣 管 枝 トノ交 蓮 ヲ有 シナ イ空 洞 二 關ス ル 以上 ノ 検 索

カ ラ著 者ハi欠 ノ如 ク結 論 シ タ。'"t'

(1)氣 管枝 ト交 通 ナ キ空 洞 ハ全 空 洞 ノ14%?〃 。∴

(2)空 洞 ノ曇 生、 態 度 ド治 寮 二關 ス 〃 生理 學 的 問題 ノ

解 決 二封 シテ該 空洞 ハ新 シキ光 明 ヲ持 チ來 ス。1'C

(3)該 空洞 モー 般 空洞 ト同 …一一・・ナ ル 治 療 ヲ要 ス〃 る∵ ・・'

く宇 多 野 伊 藤 沙)…

死 後 二於 ケ ル 氣 管 枝造 影 法 暫'..

DavidSalkiniA.V.CaddenandR.B.McIndo6:: .

Postmortqm .Bronchography(TheHpPemontSanita;.

rium,Hopemont,WestVirginia,andTheMichiganl

StateSanatorium,Howell,Michiganl)・ ・

死 後 ノ胸 部X線 撮 影 ハ久 ン〃熟 知 サvテ ヰ ル ガ、死 後

ノ氣 管 枝 造 影 ハ絵 リ行 ハVテ 居 ラ ヌ。 著 者等 ハ79ノ

屍 髄 二就 キ ソ ノ解 剖 ノ補 助 トシテ 氣 管 枝 造 診 ヲ死 後

直 チ ニ行 ヒ、 肺 空 胞 、氣 管枝 、 空 洞 、大 出血 部、氣 管

枝 一 肋 膜 間 痩 孔、 氣 胸部 、氣 腹 等 二關 シ、大 ナル 知識

ヲ得 タ。

注 入 シタX線 吸牧 藥 液 へKI(10瓦)BaSO4(20瓦)牛

乳100瓦 ノ混 合液 デ アノレ。 屍 瞳 ハ 特 殊 ナ 椅 子 二掛 ケ

サ セ,氣 管 内 二該 液 ヲ入 レタ リ、叉 ハ透 硯 シ乍 ラ胸壁

ヲ直 接 二注 射針 デ貫 イタ リシ テ入 レタ。

成 績 ヲ総 括 ス ノレトi欠ノ如 クデ アノV。
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(1)肺 空胞 ノ所見:一一正常ナル肺ハ勿論、肺氣腫アル

モノ、疾患がアッテモ散在性ノモニ等デ・・、藥液ハヨ

ク肺空胞 二入 リ鮮明ナ 像ヲ得タ。 薬液 ノ入 ラナカツ

タモノハ、肺空胞 が破壌 サレテヰル時、虚脱 シテヰル

時、既二血液・浸出液・滲出液デ充満シテヰル時、肺空

胞が杜絶 シタ氣管枝 ノ配下ニアル時、氣管枝搬張庄ノ

場合デアツタ.

(2)氣 管枝 ノ所見:一 全肺葉性二藥液 力●氣管枝へ入 ラ

ナヵッタモノ・・稀デ、多〃・・部分的二氣管枝へ入 ラナ

カッタモノデ、 ハ/・・氣管枝 ノ浸出液・膿汁・血液・藥

液注入デ追 ヒ込でレタ空氣等ガ藥液 ノ浸入 ヲ妨ゲタ

ノデァノレ。肺異物沈著症 トハ何等關係ハナイ。

(3)空 洞Z所 見:一 凡デノ空洞中、空洞内液が何時デ

モ氣管枝へ流出スル様ナ排水路ヲ有スルモノハ僅少

デ、空洞 ノ排水管デアル氣管枝ハ空洞/上 部 カラ曇ス

〃モノガ多ク、饅位 ヲ色 .々二攣 ジテモ空洞 カラノ排膿

・《絵 り起ルモノデナイコ トヲ知ツタ。殊二肺下葉デ

ハ殆 ソド空洞内容物が氣管枝 ヲ経テ外物へ 出ルコ ト

ナク、 何年間モソノ マ・内容物ガタマツテヰルコ ト
,

カ●剃 ツタ。

(4)肺 ノ大 出血 部 ノ所 見:一 出血 原 螢 竈 デ ア ル空 洞 附

近 ノ大 キナ氣 管 枝 ユ ・・凝 血 塊 ガ ア ツ テ 氣 管 枝 腔 ヲ 埋

没 シテキ タ。 肺 出血 ナ キ他 側 ノ 肺 二 血 液 力●流 入 シテ

ヰノレモ ノモ ア ツタ。 併 シ氣 管(Trachea)ノ 、全 然 障 碍 ナ

ク、 凝 血 等 ノ栓 塞 物 ・・ナ カ ッ タガ 故 二肺 ノ大 出血 ノ

時 、窒 息 二依 ル 死 亡 ハ起 ラ ヌ ト考 ヘ ラ レタ。 叉 空 洞 内

ノ血液 ハ流 動 状 ノ マ ・残 留 シ テ居 リ、氣 管 枝^流 出 シ

タ血 液 ノ ミ凝 固 シ テ ヰ タ コ トカ ラ考 ヘ ル ト宇喀 血 ノ手

當ナ ル モ ノ ヲ 考 へ 直 サ ネ パ ナ ラ ナ 〃 ナ ツ タb出 血 シ

タ モ ノ ヲ氣 管 枝 内 デ凝 固 セ シメ、出血 シ ッ ・ア〃 血 管

ノ墜 力 ヨ リモ 空洞 内 ノ 踵 力 ヲ 大 ナ ラ シ メル ゴ トニ ヨ

リ肺 出血 〃抑 制 サ レノレデ ア ラ ウ。

(5)氣 胸 ヲ起 セル 部 ノ所 見:一 氣 胸 ハ肺 空 胞 ヲ虚 脱 サ

セル 故 、勿論 藥 液 ・・入 ラナ カ ツ タ。 併 シ氣 胸 二依 リ氣

管 枝 が捻 縛 ノ 起 ル コ トガ確 メ ラ レタ。

(6)氣 管 枝 一 肋 膜 間痩 孔:一 力 ・ル痩 孔 ハ可 成 リ見 ラ

レタ。 注 意 ス可 キ ノ・、カ ・ル痩 孔 が結 核 病 雛 部}可 成

り離 レタ庭 二 存 スル モ ノが 多 カソ ぞ ヌ トデ ア ル。 此

ノ疲 孔 ノ獲 見 ノ・特 筆 矛 可 キ デ アル。,

(7)氣 腹 二依 ル所 見:.一 氣 腹 二依 テ ノ・肺 空 胞 ハ虚 脱 ヲ

起 シ テナ カ ッ タ。 故 二 人 工氣 腹 ノ・肺 虚 挽療 法 トナ ラ

ス6臨 休的 ニ モ此 方 法 ガ良 キ1牧 果 ヲ 來 タ シタ ラ ノ 絶

無 デ アノヒ。.(宇 多 野.伊 藤 疹)

膝 關 節結 核 ノ診 断 二 用 ヒル穿 孔器 「パ ンチ ・ビオ プ

・ シ ・一」呂就 テ

MichaelBurman,HarryFinkelstein&LeoMayer.

ThePunchBiospyintheDiagrosisofTuberculosis

oftheKneeJoint.

〔パ ソチ ・ビ 才 プ シー」ト云 「生 キ タ マ ・ 解 剖 ス ル 關 節

穿 孔 器」ノ意 味 デ、 關 節 鏡}同 様 二關 節 二 此 ノ器 械 ヲ

入 レテ、 適 當 ナ庭 カラ 適 當 ナ 病 的組 織 ヲ取 リ得 ル 仕

掛 ノモ ノ デ アノレ。 ・(宇 多 野 伊 藤 抄)

結 核 性 氣管 枝 炎(粛 管 枝 鏡 二依 ル調 査)

PaulC.Samson:.TuberculousTracheobronchitis.

肺 炭 粉 石 粉 沈 著 症 卜肺 結 核 トノ關 係

MartinJ.Sokoloff:AnthoracosilicosisandTubercu・

losis.

TheAmericanReviewofTuberculosis,Vol.XXXIV.No.6,1936.

結 核 療 養 所 退 所 患者 ノ比 較 的 死 亡 率

Hilleboe,H.E:TheComparativeMortalityof

PatientsDischargedfromTuberculosis .Sanatoria

(fromtheDivisionofTuberculosis,Mi叩esotaSt碑e

BoardofControl,SaintPau1,Minnesota.)

結 核 療 養 所 ヲ退 所 シタ患 者 ノ死 亡 卒 ハ馨 師、行 政 官 、∴

雇 圭 、 保 瞼 會 杜 、肚 會 事業 家 等 ニ トソ テ實 際 上 重 要 ナi

問 題 デ アル カ・、最 モ 眞 實 ニ ソ レヲ懸 念 ス ノレノノ・結 核 患

者 自勇 デ ァ ラ ウ。 層

結 核 療 養 所 退 所 患 者 ノ死 亡 率 二 關 ス ル 丈 獄 ハ 多 藪 ア

ノレカ●Browandpope,EldertonandPerry,Bardswell

andThQmpson,Hartley,WingfieldandThompson,

KnightandDublinノ モ ノハLifetablemethod(zF

均 壽 命表 法)が 用 ヒ ラ レテヰ ル ノデ 特 二興 味 が アル。

帥 チ退 所 後1年 力・?5年 或 ・・10年 間 二 死 ソダ人 ノ数

叉 ハ 百 分 率 ヲ述 べノレ事 ガ普 題 行 ハ レテ ヰ ル カ・、退 所 患

者 ノ年 齢 が正 確 二総 合 サ レナ カ ソ タ リ、不 明 患 者 ノ割

合 グ計 算 サ レナ カ ツタ リス ル 場 合 ニ ヘ ソ ノ債 値 が疑

ノ、シ イ カ ラデ アル
。 著 者 ノ・上 述 ノ1885年 カ ラ1935年

ノ間 易登 表 サ レタ論 丈 二 基 キ 調 査 ジテ 次 ノ様 ナ結 論
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ヲ下 シテ居 ル。

1.一 般 人 ノ死 亡 奉 二比 シ輕 症 患 者 ハ約4倍 、中 等度

患 者 ・・16倍 、 重 症 患 者 ノ・40倍 ノ死 亡 傘 デ アル。

2.輕 症 女 患 者 ハ 同 程 度 ノ 男 患 者 程 死 亡 率 が 高 〃ナ

イカ'(KnightandDublinノ 報告 ヲ除 外 ス)、重 症 患者

デ ノ・女 ノ方 ノ死 亡 率 が高 イ。

3・ 年 齢、 入 所 時 ノ病 期 分 類 、退 所 時 ノ條 件 ガ後 ノ死

亡 奉 二重 大 ナ愛 化 ヲ與 ヘ ル。

4.在 所 期 間 ノ長 サ ・・其 後 ノ 死 亡 率 二 封 スル 重 大 ナ

要 因 トナル モ ノ デ、特 二輕 症 及 ビ 中等 度 ノ場 合 ニ ハ重

要 性 ヲ帯 ビル 。 即 チ在 所 期 間 ガ長 イ 程 良 好 ナ 結 果 ヲ

齎 ラス。

5.入 所 時 及 ビ退 所 時 ノ喀 疾 中 ノ結 核 菌/有 無 ハ後

ノ死 亡 卒 二顯 著 ナ 影 響 ヲ 有 ス 。 即 チ開 放 性 患 者 ノ・閉

鎮 性 患 者 二比 ジ生存 期 間 ガ短 イ。

6.患 者 ノ入 所 時 ノ病 氣 ノ程 度 ノ・、患 者 ノ逡 傳 關 係 ヨ

リ ソ ノ生 存 期 間 二封 シテ重 要 ナ 要 因 ヲ有 ツ。

7.死 亡 率 ・・退 所 後 ノ初 メ ノ2ケ 年 間 二最 高 デ、病 氣

ノ重 サ ト共 ニ ソ ノ数 ガ塘 加 ス ル。

8.此 虜 二報 告 セ ル 患 者 ノ 大 部 分 二 ・・X線 検 査 が行

ハvテ ヰ ナ イ が、X線 検 査 二 俵 リ結 核/診 断 が ヨ リ

確 實 ニ ナ ツ テ 非 結 核 性 肺疾 患 ノ 除 外 ガ 容 易 ニ ナ ツ タ

今 日 デ ハ更 メ テ最 近 ノ調 査 ヲ 必 要 トス ル 事 ハ 明 カデ

アル 。(宇 多 野 小 川 抄)

結 核 卜Michigan艸1Marquette郡 ノ「7イン」人

Lojacono,Salvator:TuberculosisandtheFinnsof

MarquetteCounty,Michigan(FromMorganHeightS

Sanatorium,Marquette,Michigan.)

衛 生 管 割 ノ指 標 トシテ ノ結 核 死 亡 率

Reisner,David:TuberculosisMortalityasanIndex

ofHygienicControl.

結 核 感 染 二關 ス ル 討 究 ・・現 時 ノ 肚 會 生 物 學 的 事件 中

ノ指 導 的 立 場 ヲ持 ツ テ ヰ ル。 丈 明 國 二於 テ 結 核 死 亡

奉 が減 少 シ始 メ テ カラ 馨 學 統 計 家 ハ 此 現 象 二封 シ 特

別 ノ注 意 ヲ挑 ツタ ガ、臨 抹 家 ・・此 現 象 ヲ以 テ 自分 等 ノ

活 動 ノ結 果 ダ ト認 メ 、経 濟 學 者 ヤ統 計 家 ・・此 現 象 二封

シテ近 代 ノ 工業 的 腰 展 ヤ人 ロ増 加 ノ 科 學 ノ 範 園 内 ノ

種 々 ノ要 素 二注 意 ヲ向 ク タ。

結 核 死 亡 卒 ハ住 民 ノ 衛 生 的 敏 化 ノ 最 良 ノ 指 標 デ アッ

テ、多 鍛 ノ研 究 が謹 明 シタ標 二安 寧 及 ビ肚 會 状 態 ト密

接 ナ關 係 が アル。

生物 病 理 學 的見 地 カ ラ 見 ル ト結 核 ・・勿論 傳 染 病 デ ア

録 【第15巻

ルが、ソ声進展ハ個人 ノ髄質及 ビ遺傳的條件二影響 ヲ

受ケル。然 ジ署家 ノ見解二依 レバ遺傅サ レタ條件ハ

後二愛ヘル事1出 來ヌモノデアルカラ結核 ノ減少ニ

ノ・重要ナモノデハナイ。 叉結核二封スル 抵抗ヲタヵ

メソトシテ色 々ナ方法が試 ミラレタがアマリ成功 シ

ナカツタ。帥チアル急性傳染病 ノ場合ニハ豫防「ワ〃

チソ」モ意義 ヲ有スル事がアルガ、 此方法ハ結核 ノ場

合ニハ無数デアル。 一國 ノ工業化 ノ増加が結核 ノ墳

加 ト關係 アル ト云フ事ハ蜀蜥訊デ、之ノ・調ベナイデ断

言サ レテ居ルノデアル カラ、若 シ結核ノ死亡奉 ト萬國

統計二依ル最近50年 間 ノ各國二於ケル 工業ノ蛋達b

ヲ結 ビ付ケテ研究スル事ハ興味 アル事 ダラウ。 ソレ

デ著者ハ欧洲 二於ケル 結核死亡率 ト工業化 ノ状態二

就テ比較 ヲ試 ミタ。 國ノ状態ニヨリ種 々調査 二困難

ナ事がアルが、職業調査ニヨル ト其國 ノ工業化 ノ状況

ヲ最モヨク知ノγ事が出來ル。

男子 ノ職業 ヲ調査スル ト農業及ビ林業、 工業及ビ探

鑛、商業及 ビ運輪 ノ5群 が多イが、住民 ノ大部分ハ前

ノ2群 二罵 シテ居ル。 純然タル工業國叉ハ農業國ノ

様 ナモ 〃 ・無イカ●、ノ・ソカ'リーデハ1910年 ノ調査ニ

ヨル ト人ロ100人 二就 キ農業及 ビ林業二從事スIv者

ハ64.1デ 、工業及ビ探鑛二從事スル者 ト商業及ビ運

輸業 二從事スル者 トヲ合 シテ23.3二 過 ギナイ。 然シ

イソグラソドbウ エー-7vスノ匠域デノ・1911年 ニハ農

業及 ビ林業二從事 スル者ノ・8.5%、 工業、探鑛、 商

業及 ピ運輸 二從事 ス ル者 ヲ合スル ト72.8%デ アツ

タ。故二國ヲ農業型 ト工業型 トニ分ッ事ハ許サレ得

ル事 デアル。此關係 トソノ國ノ結核死亡奉 トヲ比較

シテ見ル ト例外ノ・アルが、概 シテ農業國 二於テノ・工

業國二於ケルヨリ結核死亡率ハ高イ。 一國内デ氣候

ソノ他 ノ條件 が凡 ソ均等 デアル大英國本國内デノ結

核死亡卒ハ人ロ1萬 人二就キ、 最モ工業化サvテ 居

ノレイソグラソドトウt・'一ルスbデ ノ、15.7、.ス コットラ

ソドデハ25.3デ 住民 ノ大部分が農業 二從事 シテヰル

アイルラソ ドデノ、25.3デ アル。 叉猫逸國デハ最モ工

業化サvテ ヰルサキソニーデノ・15.5デ 、 農業 ノ盛ナ

バァバ リァデノ・24.5デ ァル。

世界大戦ニヨリ國 ノ領土 二愛化がアツタガ、今欧洲諸

國 ノ世界大戦前後ノ結核死亡李 ト工業化 ノ状態 トヲ

比較 シテ見ル ト第1表 及 ビ第2表 ノ標デ、農業國デハ

工業國 ヨリモ結核死亡奉ノ減少 ノ遅 イ事が 目二著〃。

次 二欧洲 二於ケル長期間二亙ノレ結核死亡李 ノ趨勢ヲ
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第1表 世界大戦前ノ欧洲諸國ノ工業化b結 核死亡率

工業化 ノ順位 トセル
「

國 名

一 一 一一 一一 冒 一 　 -一 ▼ 一 一 冒 一

1

調査 ノ年

一 冒 『 一一 曹

2

百 分 率
1906年 乃 至

1910年 間 ノ

10,000人 二

封 ス ル 死 亡

卒 冒

工業及探鑛
商業及ビ交通
(1ホテル」從業

員ヲ含ム)

雨 群

(3.4)
農業及林業
一 一 一魎 一

63 4 5
_　 一 一 一 一

7

1.EnglandandWales 1911 46.9 25.9 72.8 8.5 15.68
呵

2.Scotland 1911

一

49.4 22.8 72.2 11.8 20.21

3.Belgium 1910 50.7 17.4 68.1 16.6 12.88

4.Switzerland 1910

一

46.1 15.6 61.7 26.8 24.68
」

5.TheNetherlands 1909 34.6 18.2 52.8 28.3 16.56
1

6.Germany 1907 40.0 12.4 52.4 35.2 17.53

7.France 1911 35.8 9.8 45.6 40.7 22.13

8.Norway 1910 26.3 15.1 41.4 39.2 24.00

9.Denmark 1911 24.9 14.9 39.8 42.7 16.24

10.Sweden 1910 25.7 10.5 36.2 46.2 ?
一曹一 一}一 や 一 一

11.Italy
-_塵___一_

1911 27.5 8.1 35.6 55.5 16.73

12.Austria 1910 24.3 8.8 33.1 56.9 30.53

13.Irelalld 1911 21.9 10.8 32.7 43.0 25.26
一 一 一}一 一 一,

14.Russia 1897 17.9 7.1 25.0

一 一

58.3
一

?一　-

15.Hungary 1910 16.3 7.0 123.3 64.1 37.44
一

16.Spain 1910 14.6 5.4120.0 56.2
,

17.62
『

17.Finland 1910 11.0 4.4
[

15.4 71.5 27.61

(肺 結 核 ノ ミ)

第2表 世界大戦後ノ欧洲諸國ノ工業化b結 核死亡率

工業化 ノ順位 トセル

國 名

調査ノ年

i百 分 傘 1921年 乃 至

192∫年 間 ノ

10,000人 二

封 ス ル 死 亡

率

工業及探鑛
商業及ビ交通
(「ホテル」從業
員ヲ含 ム)

雨 群

(3.4) 農業及林業

1 2 3 4 5 6 7

1.Scotland 1921 54.3 20.7
-

75.0 10.1 11.6

2.England 1921 50.8 22.4
一

73.2 7.5 10.8

3.Belgium 1》20 46.5 18.4 64.9 193 10.6

生Switzerland 1920
一

44.3 16.6 60.9 26.0 15.5

5.TheNetherlands 1920
, 38.0 21.3 59.3 23.6 10.9

6.Germany 1925 41.4 16.5 57.9130.5 13.1

7.Norway 1920 29.4 19.7 49.1136.8 19.5

8.Austria 1923 33.2 15.4 4罵.6139.9 18.7(1)

9.Czechoslovakia 1921 36.8 10.1 46.9 40.3 19.5

10.France 1921 32.1 14.2 46.3 41.6 19.4(2)
11.Sweden 1920 31.1 14.3 45.4 40.7 14.8

12.Denmark 1921 27.3 16.8 44.1 35.2 9.3

13.Italy 1921 24.7 10.3 35.0 55.7 14.1

14.IrishFreedtate 1926 15.2 15.2 30.4 52.0 15.2

15.Spain 1920123.9 5.4 29.3 570 15.4

16.Hungary 1920i18・5 9.5 28.0 58.3 29.3

17.Esthonia 1922113.7 6.0 19.7 65.8 24.0

18.Finland 1920 13.1 6.1 19.2 70.4 23.8(3)
(肺結核症 ノミ)

一

19.Lithuania 1923 6.1 3.3 9.4 79.4 15.6

(1)ノ ・1923年 乃 至1925年 間(2)・ ・1921年 ノ ミ
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學 ゲ ル ト第3表 ノ様 デ アル。.一 、.,

煤 煙 ヤ塵 挨 ヲ呼 吸 ジ テヰ ル 工 場 勢 働 困i新 鮮 ナ、空 氣 ヤ

日光 ノ下 デ働 ク 農業 的 勢 働 ヨ リ不 健 康 デ ア ル 三 拘 ラ

ズ、 工 業 國 が 農 業 國 ヨ リ結 核 死 亡 奉 炉 少 オ添 云 フ事

實 ハ、 文 明 國 が 工業 化 ニ ゴ リ 肚 會 犬 衆 ノ 経 濟 的 改 良

ヲ齎 ラ ジ、一 般 ノ文 化 ヲ高 メ 生活 標 準 ヲ高 クス ル 他 二

夢働 者 ノ保 護及 ビ激 養 二 關 ス ル 怯 律 ン制 定 、 義 務 教

育、 紅 會 衛 生 的 手 段 が講 ゼ ラ1ノル 結 稟 、全 髄 トシテ結

核死 亡 率 が工 業 國 二於 テ 農 業 國 二 於 ケ ル ゴ リモ 改 善

セラ レル ノデ ァ ル。 叉食 物 ヲ作 ル 基 本 デ アル 農 業 國

二於 テ ノ・國 民 ノ榮 養 ガ工 業 國 二 於 ケ ル ヨ リモ 準 均 シ

テ悪 イ ト云 フ事 ハ肚 會 経 濟 蟹展 ノ簡 軍 ナ結 論 デ アルニ

(宇 多野 小 川 抄)

喀 血 二 績 獲 スル 肺 結 核 ノ攣 化

Reisner,David:Changesin:Pu.lmonaryTuberculosis

FollowingHomaptysis(FromtheDepartmentof

TuberculosisoftheMetropolitan.Hospita1,New

YorkCity,andtheSeaV正e壷H6Spita1,-Stateh

Island,NewYork;Dr.・G.G.'Ornstiein`Directot.)

喀 血 ハ肺 結 核 症 ノ圭 徴 候 ノー ツ デ アノ助 ∵ シノ結 果 ヤ

叉 ハ此疾 患 ノ進展 二 封 ス ル 影 響 二就 テ 入 盤 リ注 意 サ

レテヰ ナ イ。 大 喀 血 ガ時 々 死 ノ 直接 原 因 トナ ツ タ リ・、

叉 肺 ノ病 竈 ヲ急 二 培 悪 セ シ メル ト云 フ 事 實 二鉗 シ 僅

カニ注 意 サ レテ ヰ ル が、喀 血 後 ノ他 ノ肺 ノ合 併 症 ノ問

題 ハ除 リ論 議 サ レテ ヰ ナ イ。

喀 血 ノ爲 起 ル急 性 ノ重 大 ナ 合 併 症 ハ 肺 結 核 二 於 テ ノ・

撰 《再 會 ンナ イ が、稀 ニ ハ窒 息 ヤ 多 量 ノ失 血 ノ爲 二 死 ・

ス ル事 ノ、良 ク知 ラ レタ 事 實 デ アル。 死 ノ危 瞼 ノ、無 イ

ガ近 年注 意 セ ラ レル 様 ニ ナ ツ タ 喀 血 ニ ヨル 急 性 合併

症 ハ、血塊 ニ ヨ リ大 氣 管 枝 力・突 然 閉 塞 セ ラγ ケ起 ル肺

ノ大 虚脱 デ アル 。 斯 カル 例 ・～Jacobaeus'arrdWester.

mark,Wilson.Kylin,Saye,Rosenblatt友 ピStivel・

manニ ヨ リ報 告 サvテ ヰ ル 。 然 シ コ ノ 併 獲症 ノ・結 核

ノ喀 血 ノ頻 度 二比 較 スル ト寧 口稀 ナ 出 來 事 デ 、著 者/

多 殿 ノ例 二於 テ ハ 僅 力数 例 見 ラ レ潔 二 過 ギ ナ イ。 故

昌喀 血 二績 イ テ起 ル 合 併症 デ 臨 脈 上 眞 二 重 大 ナ 者 ノ・

ぐ ロ

斯 カル稀ナモノデハ無ク、普通ノ績蚕症ヤ結核病竈 ノ

経過及ビ豫後二及ボス影響ノ様二思・・レノレ。 ソレデ

著者ハ喀血カラ起ル肺 ノ墾化ノ臨林的及ビ形態學的

特殊型 ノー群二定義 ヲ下シ、術是等ソ攣化/ソ ソ後ソ

進展ヲ追及シテ、コノ病氣 ノ進歩ニドノ程度 ノ意義ガ

ア〃モノカヲ決定ジヤウト試 ミタ.1

録 1463

著 者 ノ・NewYork/MetropolitanHospitalノ 結 核

相 談 部 デ5000人 以 上 ノ患 者 二就 イテ 調 ベタ カ●、 夫 等

ノ者 ノ中1同 或 ・・ソv以 上 ノ 喀 血 ヲ ジタ モ ノノ・1405

人 、 即 チ27%デ ア ツ テ、 喀 血 ノ爲 肺 ノ病 竈 が披 大 シ

タ ト思 バ レタ 者 ノ・203例 プ ア ツ タ。 然 ・y此ノ中 喀 血

後'ノ進展 ト肺 病 竈/最 後 ノ 運 命 トヲ 研 究 出 來 タ モ ノ

」《約 牛 敷 デ アツ タ。

著 者 ノ・研 究 ノ結 果 喀 血 後 ノ肺 ノ 愛 化 ヲ 次 ノ如 ク 分 類

シ、 夫 等 ノ各 項 二該 當 ス ル症 例 ヲ 躯 ゲ テ 設 明 シテ ヰ

ノレ0

1・At61e傭massive・rl・la…{階 灘nt

2・Massivepneum・nic!esi・n・ …{躍 盟
ve

3・Diffusef・caldisseminati・ns・ ・縢 翫

而 シ テ喀 血 後 ノ肺 病 竈 ノ進 展 ヲ辿 ツ テ研 究 ス ル ト、多

ク ノ場 合 是 等 ノ攣 化 ハ 當 然 結 核 性 作 用 ノ 傳 播 二蹄 ス

ベ キ モ ノデ アル 事 ヲ 示 シテ ヰ ル。 吸 引 ノ 結 果 色 々 ノ

程 摩 ノ非 特 果性 墜 化 が 同時 二 存 在 スル 事 ハ 或 ル程 度

迄 喀 皿 後 ノ早 イ期 間・殊 二吸 牧 型 ノ者 ノ所 見 デ剣 ル?

前 カ ラ存 在 スル 肺/病 竈 ノ 性 質 ト喀 血 篠 搬 大 シタ モ

ハ 蓮 命 トノ間 二 明 瞭 ナ 相 互 關 係 ガ 獲 見 セ ラ レタ
。

帥 チ ソ ノ進 展 ト從 ツ テ 披 大 シタ モ ノ ・豫 後 的 意 義 ハ

肺 イ原 病 竈 ノ性 質及 ビ ソ ノ重 サ ニ ヨ リ多 ク ハ 決 定 セ

ラ レノレ。

肺結 核 二於 ケ ル 喀 血 ・・重 大 ナ危 害 デ ア ツ テ、屡 く奔 馬

性腫 結 核 型病 竈 ノ様 ナ廣 イ 範 園 ニ ナル 事 力・アル 。 之

ハ特 二前 カ ラ存 在 ス ル 病 竈 が 進 行 性 破 壊 性 乾 酪 性 空

洞 性性 質 ノモ ノデ アル 檬 ナ場 合 二來 ル。

喀 血!治 療 的慮 置 ノ・肺 ノ合 併 症 ガ 起 ル 事 ヲ 考 慮 二入

t!・ 吸 引 ノ起 ル事 ヲ促 進 シ易 イ 要 因 ヲ 除 去 スル 様 ニ

セ ネ バ ナ ラ ヌ。(宇 多 野 小 川 抄)'

肺 結 核 卜一般 麻 痔

Leader・S・A・:PulmonaryTuberculosisandgeneral

Paresis(VeteransAdministrationFacility ,North

Chicago,111inois.)

輕 症 結核 二於 ケ ル 人 工 氣胸 ノ實 行 可 能 性

Turner,GeorgeC .,andCoUins,LorenL:Th6

Fettsibility・fartificialPneum。th。raxinMin:mal

CasesofTuberculosis(FromtheAd血issio㎡Ward

・ftheCムicag・MuhicipalTubercul・sisSanitarium
.

Chicag・,111in・is.)
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人 工 氣 胸 療 法 二於 ケ ル 危 瞼 目標

MacKay,W.M.:DangerSignalsinArtificial・Pneu・

mothoraxTherapy(MiddlesexCountySanatorium,

Waltham,Massachusetts.)

肺 結 核 ノ治 療 二人 工氣 胸 ヲ實 施 ス ル 事 ノ・一般 二 比 較

的 簡 軍 ナ虎 置 ト考 ヘ ラ レテ ヰ ル ガ、コ ノ療 法 ヲ施 行 シ

テ ヰル 間 二時 々事 故 ガ起 リ、シ カモ之 ハ避 ク ベ カ ラ ザ

ル 事 ダ ラ ウ ガ重 大 ナ 時 ニ ハ 時 々生 命 二危 瞼 ヲ及 ボ ス

事 ガ ア ル ト云 フ事 實 ヲ顧 ル ト、患 者 ニ トツ テ ハ可 ナ リ

危 瞼 ナ者 ダ ト言 ツ テ良 イ。

偶 登 症 中 最 モ重 大 ナ ル ノ・空 氣 栓 塞 デ アル ガ、 ソ ノ他 肺

破 裂 ニ ヨル 特 獲 性 氣 胸 が ア ル。 若 シ是 等 ノ 合 併 症 廿

避 ケ ラ レル ナ ラ バ、コ レヲ根 絶 ス ル ニ必 要 ナ豫 防 策 ヲ

講 ズル事 ハ確 カ ニ賢 明 ナ 事 デ アル。 コ レヲ ナス 爲 ニ

ハ手 術 が如 何 二注 意深 ク行 ・・レテ モ、偶 蛮 症 ノ・時 々起

ル カモ知 レ・ヌ が、 充 分 熟 慮 ス ル 事 が 最 モ重 要 ナ 事 デ

ア〃。

考 慮 セ ラル ベ キ 要 因 中 二・・循 環 系 殊 二 小 循 環 系 及 ビ

心臓 肺臓 氣 管 二封 ヌ ル ソ ノ配 置 、小 循 環 中 ノ血 歴 、 肺

病 竈 ノ性 質 及 ビ位 置 、氣胸 ノ限 界 及 ビ ソ ノ性 状 、 氣 麗

計 ノ反 慮 ノ性 質 が ア ル。 著 者 ・・若 ジ斯 カル 事 項 二 正

當 ナ 考 慮 ガ ナ サ レル ナ ラバ、偶 登症 ハ屡 く避 ク 得 ル ダ

ラ ウ ト信 ジ、是 等 二關 ス ル解 剖 學 的 生 理學 的 説 明 ヲ行

ツ テ ヰル 。 而 シテ結 論 トジテi欠 ノ標 二述 ベ テ ヰ 〃。

1.人 工氣胸 ヲ作ル間ニアル 異常ナ状態が時 々見ラ

レルガ、 ソレハ危瞼信號 ト認 メラレネバナラヌ。

2.僅 少ナ氣歴計 ノ動揺ハ針 ガ髄壁肋膜1附 近ニァ

ル事ヲ示シ、肋膜腔内二在ル事ヲ示スモノデハナィ。

3.針 ガ肺叉ハ氣道二在ル時・・氣歴ハ陰歴 カラ陽爆

マデ得 ラレル。之ハ各人 ノ普通 ノ肺内継力ヲ示スモ

ノデ肋膜腔内墜力 ト混同シテ・・ナラナイ。

4.肺 静脈内瞳ノ・陰脚1ト云ハvテ ヰ7vカ ラ肋膜腔内

ト混同サt!ル カモ知1/ヌ が、 コL1・・起ル事ガ稀デア

ルノ0

5,氣 胸施術中二患者が咳漱、血疾 ヲナ・yP〈ハ局所麻

醇薬 ノ味ヲ感ズル事がア〃ガ、コt!ハ 氣胸針が内臓肋

膜ヲ通過 シテ肺二入 ッタ事 ヲ示スモ ノデアル。

6.癒 著ハ後堤充 ノ期間中危瞼 ノ源デアル。 即チソ

ノ際 二癒著ガ裂ケル ト空氣が 肺静脈 二入ルカモ知 レ

ヌ0

7.氣 胸 作成中突然起ル 劇痛ハ 自然氣胸 ヲ生ジタ事

ヲ示ス事 がアル。 氣歴計ガ動 カナイ事ハ 自然氣胸が

起ラナカツタ ト云フ謹慷デハナイ。

8.氣 歴計ノ液 ノ波動が陰腿側デ 得ラt!ル ナラバ偶

獲症ハ稀ダラウ。

9.偶 曇症 ヲ避ケントシテ非常二細心ナ注意 ヲ携ツ

テモ時 偶々 登症ハ避ケ難 イ。(宇 多野 小川抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

猿=於 ケ ルS型 結 核 菌 ノ結 核 豫 防 接 種 。 結 核 菌 ノ

接 種 方 法 ト接 種 同藪 トノ役 割

Nさgre.L.etBretey,1..Pr6munitionantituberculeuse

dusingecynocephaleparlesvari6t6slissesdebacilles

tuberculeux.Roledelavoied'introductiondes

bacilles・vaccinsetdelar6P6titiondesinjections.

(Ann.1'inst.pasteur,1937,59,173.)

實 験 二使 用 シ タ 結 核 菌 ・・培 養 基 二 数 十 代 纒 代培 養 シ

テ得 タ弱 毒 人 型 結 核 菌 デ ア ツ テ、家 兎 及 ビ海 猿 二就 イ

テ ソ ノ毒 カ ヲ検 シ、 殆 ソ ド無 毒 デ アル 事 ヲ確 メ、更 ニ

コ ノ菌 ノS型bR型 ト ノ結 核 豫 防 数 力 二 關 シ 小 動 物

ヲ以 テ實 験 ヲ行 」Y4z結 果 、S型 ノ方 が豫 防敷 力顯 著 ナ

ル 事 ヲ認 メ タ ノデ 、今 度 ハ猿 ヲ 實 験 動 物 トジ テ選 ビ、

ソノ菌ノ豫防敷力ノ有無如何、更二進 ソデ接種方法 ト

接種同数 トノ差異二依ル豫防数力 ノ強弱 ノ如何ヲ検

シタモノデアル。

實験方法ノ、次ノ如〃デァル。

第1群 。菌量0.01mg,0.1mg及 ビ1mgノ 弱毒S型

結核菌 ヲ2ケ 月乃至3ケ 月 ノ間隔デ2頭 ノ猿 二静脹

内接種ヲ施 シ、接種終了後約3ケ 月デ人型強毒結核菌

ヲ以テ感染 ヲ行 フ。

第2群 。菌量1mgノ 弱毒S型 結核菌 ヲ1同2頭 ノ猿

二静脈内二接種 シ、 接種後約2ケ 月デ 人型強毒結核

菌 ヲ以テ感染 ヲ行 フ。

第3群 。菌量0.01mgノ 弱毒S型 結核菌 ヲ1日 隔キニ

10同1頭 ノ猿二皮下二接種 シ、接種後約2ケ 月牛デ
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人型 強毒 結 核 菌 ヲ以 テ感 染 ヲ行 フ。

第4群 。菌 量10mgノ 弱毒S型 結 核菌 ヲ2頭 ノ猿 二1

同皮 下 二接ts・y、 接 種 後約3ケ 月デ 人 型 強毒 結 核菌 ヲ

以 テ感 染 ヲ行 フ.

何 レ ノ群 ニ モ 同様 人型 掻毒 結 核 菌 ヲ 以 テ 感 染 セ シ猿

1頭 宛 ヲ封 照 トシテ使 用 シ、 生 存 日数 ノ比 較 、解 剖 所

見 ヨ リノ諸 臓 器 ノ 結 核 性攣 化 程 度 ノ 比 較 二依 リ 成 績

ヲ剃 定 ス ル。

實 験 ノ結 果 ハ 静 脈 内接 種 ハ 皮 下接 種 ヨ リ豫 防 接 種 数

力 著 明 デ アル。 叉 大 量1同 接 種 猿 ヨ リ 少 量 数 同 接 種

猿 ノ方 が結 核 性 攣 化 力.輕 イ。 印 チ大 量 ヲ1回 二 接 種

ス ル ヨ リモ少 量宛 ヲ数 同 接 種 ス ル 方 ガ 数 力 ガ 大 デ ア

Iv1・云 フ事 ニ ナル。 但 シ、10mgノ 大 量 ヲ皮下 二接 種

シタ場 合 ハ豫 防数 力 ・・全 々認 メ ラ レナ ヵッ タ。

(傳 研 柳 澤 抄)

家兎 呂於 ケ ル 所 謂Yersin型 結 核 毒 素感 染 二 關 ス

ル研 究

Deinse,F.V.:Etudedelatoxi.infectiontubercule-

usedulapin.Ditedutypeyersin.(Ann.1'inst.

pas・teur,1937,59,182.)

今 日Yersin型 結 核 症bシ テー 般 二考 ヘ ラvテ ヰ ル モ

1ハ アル種 ノ牛 型 叉 ノ・鳥 型 ノ結 核 菌 ノ 大 量 ヲ 家 兎 ノ

静 脈 内 二注 射 ス ル トキ恰 モ敗 血 症 ノ如 キ 状 態 デ 感 染

後10数 日 デ致 死 ス ル ニ至 ル 場 合 デ ア ツ テ、 一般 ノ結

核症 トハ甚 ダ シ〃 ソ ノ旨 ヲ 異 ニス ル モ ノデ アル。 コ

ノYersin型 結 核 症 二關 ス7vft験 的研 究 ハ今 日迄 極 メ

テ多藪 報 告 サ レテ キル 。 或 ヒ・・病 理解 剖 的 方面 ヨ リ、

或 ヒバ血 液 學 的方 面 ヨ リ、或 ヒ バ生 化 學 的 方 面 ヨ リ検

討 セ ラ レテ ヰ ル が、未 ダ充 分 二究 メ ラ レタ ト・・云 ヒ難

イ。著 者 ノ・先 ヅYersin型 結 核 症 ノ病 理 組 織 學 的 槍 索

カラ牛型 ニ ヨル場 合 ト 鳥型 ニ ヨル 場 合 トニ 差 異 ノア

ル事 ヲ認 メ、更 二同 一 鳥 型 死 菌 ヲ数 同 反 復 静 脈 内注 射

ヲ行 フ時 ノ・Yersin型 結 核 症b同 様 ナ症 候 デ弊 レ叉 病

理 解 剖 的 ニモ略 く同様 ナ 攣 化 ノア ル 事 ヲ 確 認 シ タ。
℃

倫 ホallergieノ 状 態 二於 カ レタ 家 兎 デ ノ・然 ラザ ノレ場

合 ヨ リモ毒 素 二射 スル 感 受 性 が強 〃 現 レル 事 モ 實 験

シタ。

著者・・コノ實験 カラYersin型 結核感染・・結核性毒素

感染 ノ名 ノ下二解 セラルベキモノトナシテヰル。

(傳研 柳澤抄)

抗 酸性「アクチ ノミーセス」二因ル肺放線歌菌病二

就テ

録 1465

N.E.Goldworthy:Pulmonaryactinomycosiscaused

byacid・fastspeciesofactinomyces.(TheJoumalof

PathologyandBacteriblogyVol.XLV・ 。No・1July

1937.)

抗 酸 性 「ア ク チ ノミー セス」 ノ 肺 感 染 ハ 稀有 デ アル ト

述 ペ タ。 臨1休 上 肺結 核 二 似 タ 肺 放 線 状 菌 病 二罹 リ 途

二膿 毒 症 デ弊 レター 患 者 二就 テ詳 細 ナ 検 索 ヲ爲 ジ タ。

即 チ、永 ラ ク氣 管 枝 炎 デ憎 ミ途 二衰 弱 、 膿 重 減 少 、 呼

吸 困 難 、 咳漱 、膿 様 喀 疾 及 ビ喀 血 ヲ來 シ、 右 胸 廓 運 動

制 限 サ レ濁 音 ヲ呈 ジ、右 肺 下 葉 基 底 部 デ摩 擦 音 及 ビ病

的 蝿 音 ヲ聞 キ、共 他 腹 壁 顔 面 及 ビ上 肢 二波 動 性腫 脹 ヲ

來 タ シ タ。 喀 疾 中結 核 菌 ヲ謹 明 セ ズ、死 亡 前 日 二抗酸

性 「ア ク チ ノ ミー セス 」ヲ 認 メ タ。 解 剖 所 見 トシ テ 右

肋 膜 腔 内 二大 量 ノ繊 維 素 ト濃 汁 ヲ認 メ、基 底部 二癒 著

ヲ示 シ、 膿 瘍 ハ 乾 酪 様 ノ 膿 デ 充 サ1ノ、 空洞 形 成 が ア

リ、粟 粒結 核 ノ様 ナ外 観 ヲ呈 ス ル 小 圓 形 病 竈 が多 藪 散

在 シテ居 ル。

組 織 學 的 二 ・・多登 性 膿 瘍形 成 ヲ示 ジ、細 菌 學 的 二 ・・喀

疾 中 二細 イ分 枝 シタ菌 練 ガ纒 絡 シ テ見 ラ レ、解 剖 二際

シ各部 膿 瘍 カ ラ概 ネ「グ ラム」陽 性 デ、 結 核 菌 ヨ1⊃モ 弱

イ抗 酸 性 ヲ有 シ分 枝 ノ練 状 菌 膣 ト、球 菌 罷 ヲ得 タ。 是

等 二就 テ ソ ノ培 養 性 状 、 生 理 、動 物 二封 ス ル病 原 性 及

ピ染 色 性 等 ニ ツ イテ研 究 シタ。

而 シテー 般 二原 因不 明 ノ肺 臓/慢 性 感 染疾 患 ノ 場 合

二、殊 二結 核 菌 ノ詮 明 ガ幾 同 モ不 可 能 デ ア ッ タ時 ・・喀

疲 中 デ 「ア ク チ ノ ミー セス」ヲ「グ ラ ム」染 色 ヲ用 ヒ テ探

索 ス 可 キデ アル ト提 言 シ テ居 ル。

(九 大 細 菌 古 寺 抄)

肺 結 核 治 療 二 於 ケ ル 偶 獲 事 故 防 止

Th.Reeke:BekampfungvonZuf釜11eninderBeha-

ndlungderLungentuberkulose.(Zbl.Chir.64.Jg.

Nr.35.S.2035,1937.)

日常 療 養 所 署 員 ノ遭 遇 スル 如 キ モ ノニ ・・働 レ ズ、外 科

的 治 療 ヲ行 フ ニ際 シテ 見 ル 比較 的 稀 ナ ル 偶 壁 事 故 二

就 イテ述 ベ ソ トス。 妓 二 報 告 セ ン トス ル ノ・全 身 皮 下

氣 腫 兼 縦 隔 轡 氣 腫 患 者2例 、肋 膜癒 著焼 灼 後 ノ胸 腔 内

出血 ノ1例 合 計3例 ナ リ。

全2者 ・・療 養 所 ニ テ氣 胸 療 法 ヲ受 ケ、其 ノ際 可 ナ リ ノ
ノ

癒著ガアル事ハ穿刺針 ノ描入二依 ツテ列ツテヰタ故、

空氣逡入ヲ中止シタ。 針 ヲ抜イタ跡 二屡 く見ル程度

ノ皮下氣腫が現 レタがソノ儘放置 シテ置 イタ。 所 ガ

時間が縄過スルニ從 ツテ皮下氣腫ガ掻クナ リ3日 目
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ニハ趨全髄ガ空氣枕 ノ様 ニナッテ、衝キ上ゲノレ襟 ナ呼

吸 ヲ管 ミ脈搏モ速ク且ッ小 トナッタ。 コノ歌態 ノ下

二外科 二迭 リ込マレタ。 直チニ局所麻酔 ノ下二前頸

部 二弓状皮切 ヲ加ヘタ所氣胞が噴出シテ來タ、頸筋 ヲ

1本1本 剥離 シ「タソポソ」ヲ入v、 更二指 ヲ胸骨ノ後

面 二描入ジテ前縦隔窟 ヲ開キ此虜二空氣 ノ逃道ヲ作

ツテ「タソホ ソ」ヲ抽入シテ術ヲ終ル。皮膚ハ縫合スル

コトナ〃ソノ上二滅菌「カ.一ゼ」ヲ:置ク。斯グメルコト

8日 ニジテ氣腫全 ク清退 駅 呼吸及 ビ脈揮・・恢復 シタ

数第二次的二皮膚縫合ヲ行 ヅタ。 ∫!ジ

コノ原因二就テ考フ)レゴ強靭ナ癒著部位ヲ穿刺 シン

爲 ノ穿刺孔が 閉鎮サ レルうトナク却 ソテ呼吸ノ度毎

二空氣ガ出ル故三二次的ニゴ!L孔 が振大ザ レル。 コ

ノ孔 ヨリ呼氣が出テ皮下二溜ヅタモノデアラウ。

後者ハ嶢灼器デ索状癒著ヲ焼灼切噺 シタ、ゴろ時少シ

出血 シタガ今迄コレ位 ノ出血ハ放置ジテ置イデモ 自

然 二止血 ジタ故本例モ同標 二考ヘソノ儘 ニシテ置イ

タ。所 が数時間後二患者ノ・屍蒼白ニナリ、脈ノ・小且i速

クジテ走ル様デアツタ。 直ヂゴ胸内出血 ノ診噺 ノ下

』外科二迭'ラソトシダガ脈悪クテソシガ出來 ヌ爲 メ

輸血ツテ脈 ノ精 く恢復スルヲ待身テ局所麻酔 ノ下ゴ、

.アマリ強〃ナイ過歴呼吸 ノ下幹胸腔.ヲ開イタ。 胸腔

内ノ・血液デ全満 シテ居タ。コノ血液ヲ吸引シ.テ患者二

輸血 ジタ。 鉛筆大 ノ索状物 ノ所 ヨリ・・呼吸及ビ咳漱

ノ度毎二血液が噴出シテ居タ』 之ヲ鉗子デ挾 ミ(肋膜
の

側 、 肺 側 ヲ別 々二)結 紮 シタ。 術 後 一 時漿 液 が肋 腔 二

溜 ツ カ'歴迫 症 状 ヲ 呈 サ ナ カツ タ カ ラ 穿刺 セ ズ。 其 後

患 者 ハ縄 過 良 好 ニ シテ療 養 生活 中 ナ リ。

(阪 大 小 澤 外科 武 田 抄)

術 後 肺 栓 塞 ノ酸 素堅 力 呼 吸 ニ ヨ ル療 法

MaxTiegel:DieBehandlungderpastoperativen

LungenemboliemitSauerstoffdruckatmung(Zb1.Chir.

64.Jg.Nr.35eS:2041,i937.)

〔抄 者註 外 科 領域 二於 テ肺 栓 塞 ヲ外 科 ジ 治療 封 照

トサ レテ ヰ ル ノハ大 キ ナ血 栓 が 肺 動 脈 ヲ 栓 塞 シタ 時

デ ア ツ テ、Trende!enburg氏 考 按 ニ ナル 肺 動 脈 切 開、

血 栓摘 出術 ヲ行 フ事 ニナ ツ テヰ ル。現 在 迄 ノ所 」=ノ手

術 ノ成 功 シタ モ ノ未 ダ鍛10例 二過 ギナ イ〕。

19歳 男子 鼠 瞑 「ヘ ル ニ ア」手 術 後11日 目 二病 脈 ヲ取 り

換 ヘ タ時 急 二左 胸 部 二疾 痛 ヲ魔 工、呼 吸 困難 ガ起 リ、

血 疾 が 出 タ、ソ ノ 日 ノ午 後 ヨ リ段 々 ト症 状 が悪 化 シ午

後9時 頃 ニ ハ高 度 ノ呼 吸 困難 ヲ呈 シ、顔 面 蒼 白、 脈 搏

録 【第15巻

150-160。 直 チ ニ肺 栓i塞 ト診 断 シ、手 術 ニ ヨ ッ テ救 ラ

以 外 二道 ナ キ ヲ以 テ、 総 テ ノ手 術 準 備 ヲ整 へ、患 者 ヲ

手 術 室 ノ隣 室迄 蓮 ソデ 來 タ時 二、 コ ノTrendelenburg

氏 手 術 ノ盤 リニ モ危 瞼 デ アル 事 ノ爲 メ ニ 決 心 ガ鈍 広

手 術 ノ前 二試 ミニ酸 素 ノ 歴 力 呼 吸 ヲ 螢 々 セタぜ 即 チ

5糎 水 柱 駆/下 二 呼 吸 ザ セ タ 所 急 ニー般 朕態 が ヨク

ナ リ、 呼 吸 ハ安 静 トナ リ、 補 助 呼 吸 筋 ノ 活 動 モ 止 ツ

タ。 酸 素 ノ歴 力 呼 吸 ヲ 中止 ス ル ト 直 チ ニ 脆 坐 呼 吸 ヲ

替 ム ノ デ酸 素 ノ歴 力 呼吸 ヲ績 行 シタ 所 翌 朝 ハ 脈搏 モ

90-95二 減 ジ性 質 モ ヨ〃 ナ ツテ 恢 復 シタ。 著 者ハ廣

汎 性 肺 栓 塞 デ モ全 〃救 フ道 無 キ モ ノデ ナ イ、酸素 ノ歴

力 呼 吸 ン・コ ノ際 最 適 ノ治 療 法 デ アノレト稽 ス。
"'(阪 大 小 澤 外科 武 田抄)＼

㌦

閉 鎧 式 及 ビ開 胸 式 胸 腔 内肺 膿剥 離 術 一

(各111例 及 ビ29例 ノ成 績)

S.Ahd'ergon&J.IAIexander:ClosedandOpen

intrapleuralPneumolysis.Resultsin111and29

℃ases,respectively.(J.Thor.Surg.Vo1.6,p.503,

1937.)'

肺 結 核 ノ治 療 二當 リ人 工 氣 胸 不 可能 ノ場 合 、肺 臓剥 離

術 ヲ行 フ事 ン・今 日迄 好 個 ノ研 究 問題 ト:シテ 扱 ・・レ六

共 ノ数 果 二關 シテ ノ・鍛 審 褒 販 相 牛 培ス〃 。著 者 ハ1927

年 一1934年 二111例 ノ 閉 鎖 式 肺 臓 剥 離 術 、1930年r

1934年 二29例 ノ開胸 式 肺 臓 剥 離 術 ヲ行 ヒ ソ!結 果 ヲ

吟 味 報告 セ ソ トス 。.

壁 頭 著 者 八 胸 腔 内肺 臓 剥 離 が ヨク 其 ノ 目的 ヲ 蓮 セラ

γ ル 率 ン》、、癒 著 ノ性 、外科 窓 ノ経 験 或 ハ技 術 ノ上 手 下

手 ヨザ モマ寧 ロ用 ヒ タ機 械 ノ優 劣 二 俵 ソ テ決 定 サ し!ル

ト1構ヌ。 著 者 ハtwo・pieceJacobaeus・Uhverricht型

ノGalvanocauteryヲ 使 用 ス ル。

IL・{me慮

a)病 竈 ヲ萎 縮 セ シ ムル ニ充 分 ナ 氣 胸 ヲ 行 フ事 が 出

來 メ 。 而 シ空洞 が 横 隔 膜 麻 癖 二 俵 ツ テ 数 果 が アル ト

思 ヅ タ場 合 ニハ 先 ヅ横 隔 膜 紳 経 麻 癖 術 ヲ行 ヒ、ソ ノ成

績 如何 」俵 ツデ 肺臓 剥 離 術 施 行 ラ 決 定 ス ル 。 著 者ノ・

111名 中38名 二於 テ 肺 臓 剥 離 術 ノ7ケ 月 前 二 横 隔 膜

麻 癖 ヲ行 ツタ。

b)軟 キ活 動 性病 竃 ノ直上 或 ハ 表 在性 空洞 ノ 直上 二

癒 著 が アル 場 合 ニハ 、コ ノ癒 著 が常 二牽 引 作用 ヲ及 ボ

シテ ヰ ル カ ラ、横 隔 膜 紳経 廓 癖 ヲ肺臓 剥 離 二先 行 ヌノγ

事 ハ考 慮 セ ネメ ナ ラ ソ。

c)癒 著 が水 卒 張 カ ヲ及tle7〈如 キ場 合 二 へ 横 隔 膜廊
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癖 ノ数果ハ肺臓剥離 ノ夫 レニ比 シテ極メテ少 イ。

d)若 シ他側二横隔膜麻癖 ヲ必要 トスル 時肺臓剥離

二先行 シテ之 ヲ行フ可ラズ。 若 シ之 ヲ行 フナ レバ 雨

側 ノ横隔膜麻癖 ト偏側 ノ氣胸 ヲ昼悟セネバナラヌ。

e)癒 著ノ爲 メ氣胸ヲ行フ事不可能ノ場合、閉鎖式肺

臓剥離術 ヲ行フカ或ハ胸廓成形術 ヲ行フカノ・、論議多

キ問題デアツタが、肺臓剥離術 二熟達 シタ外科署ノ・胸

廓成形術二勝ル ト云 フ。

∬.手術合併症

a)術 後胸壁二種 々ナル程度 ノ皮下氣腫 ヲ作ル。

b)111名 中48名 二術後手術側胸腔 二漿液瀦溜 ヲ認

メタ。

c)4名 ハ結核性膿胸ヲ登 シタ。

d)2名 ハ結核菌 ト化膿菌 ノ混合感染ニ ヨル膿胸が

起ツタ。.

皿,手術成績

肺膿剥離ノ程度

完全剥離

不完全剥離
剥離不能

閉鎮 式 剥 離 開胸 式 剥 離

(111名)(29名)

37.0%65.5%

41.4%34.5%

21.6%0%

空 洞 閉 鎧 51.1% 52.2%

%

%

%

%

%

ワ
ロ
　

ヨ

む

んり

"

4

之

似

2
.

ウ
ね
　
　
　

　
　
ユ

攣不}
過

止
止
防
静

脛
行進

好
化

亡

後

勢病

良

悪

死

術
20.7%
3.4%

55.1%

10.4%

10.4%

上表 ノ如ク纒 メ得ル。空洞 ノ閉鎖、病状輕快 トナル事

胸廓成形術 ヨリモ高李 ヲ示 シ、剰サへ手術死 ノ危瞼ナ

〃、手術適慮ノ範園モ廣イ。肺臓剥離術二 熟達シタ

外科醤が胸廓成形術二勝ル良キ治療法ナ リトテ推賞

スル理由ハ此虞ニァル。

(阪大 小澤外科 武田抄)

・一 般 學 術 雑 誌

り非病原性抗酸性菌ヨリ抽出セル特異沈降元性物質
呂就テ

内藤誠一:(實 験聲學雑誌.1937,21,1065.)

著 者ハ垂灘 ノ各地7土 壌、下水等 カラ非病原性抗酸性

菌ヲ分離シ、コレ等 ノ菌饅カラ抗原性物質 ヲ抽出精製

シテ、其 ノ比較的高度 ノ稀稗液 ヲ用 ヒテ菌髄冤疫家兎

・血清 トノ間ノ特異性沈降反慮 ノ如何 ヲ検索ジテ次 ノ

如キ結論二蓮 シテヰル●
n

1)所 謂非病原性抗酸性菌ノ菌髄ヲHclデ100。C20

15分 熱浸 ヲ繰 リ返シテ得タ浸液カラ精製 シテ粉末状

トナシタ沈降元 ノ生理的食璽水溶液 ヲ當該菌燈免疫

家兎血清二重層スル時ノ・特異性沈降反磨ヲ現ハシ、乾

燥菌カラ得タ場合ニノ・沈降元性ハ低イガ、漁潤性菌 カ

ラ得タモ ノハ比較的沈降元性が高 イ。

2)此 ノ沈降元・・Haptenノ 性能 ヲ有スル カラ抗盤

螢生能カ ヲ鋏イテヰル。

3)沈 降元 ノ沈降反慮が同程度二陽性ナル 菌株ハ生

物學的性胱及ビ凝集反磨モ同様デアノレ。

4)所 謂非病原性抗酸性菌籏二於テノ・、沈降反慮ニヨ

リ、ソノ菌籏分離系統二特異性 ヲ認メ、此 ノ特異性ヲ

利用シテ分類可能 ト思ノ・し・ル。(傳 研 柳澤抄)

結 核症呂ヨル海猿 ノ各種臓器蛇 昌血液中 ノ還元

Glutathion及 ビ還 元Askorbin酸 含 有 量 ノ璽 動

二 就 テ

柳 澤謙 、 綾 木 正 大:(實 験 署學 雑 誌.1937,21.1126.)

Hopkins(1921),Hopkins及 ビDixon(1922)ハSH基

ヲ有 ス ノレが物 質Glutathionカ ・組 織 内 二於 ケノv酸化 還

元 二重 要 ナノレ位 置 ヲ 占 ムル モ ノ トナ ジ テ カ ラ 多 ク ノ

研 究 者 二依 ツ テGlutathionカ ・生 饅 内 酸化 選 元 二 關 與

ス ル事 ・・イ ヨ イ ヨ 明 白 ニ ナ ツタ。Askorbin酸 モ亦

SzentGy6rgyi二 依 レ・バ水 素運 搬 膣 トシ テ 組 織 呼 吸

二關 與 ス ル ト稽 セ ラ レ、生 禮 内酸 化 還 元 現 象 二重 要 ナ

役 割 ヲ演 ズル 事 ノ・明 カデ アル 。 曇 二著 者等 ハ 海 猿 ノ

實 験 的結 核 二於 テ無 機 還 元 剤Thio硫 酸曹 達 ガ結 核病

墾 形 成 ヲ阻止 ス ル 作 用 ノ アル ヲ認 メ、 績 イテSH基

ヲ有 スノレThiophenolcarbonsauresNatriumニ モ結 核

病 攣 形 成 阻 止 作 用 ノアル ヲ 知 ツ タ。 是 等 ノ 事 實 カ ラ

考 ヘル ト、結 核病 攣 形 成 機 轄 叉 ノ・ソ ノ阻 止機 轄 ノ・結 核

個 髄 内酸 化 還 元 現 象 ト密 接 ナ ル 關 係 ガ アル モ ノ ・様

デ アル 。 ソ レデ著 者 等 ノ、先 ヅ 第 一 二 結 核病 攣 形 成 機

縛 ト生 髄 内酸 化 選 元 現 象 トノ 關 係 ヲ 明 カニ スル 目的

デ海 狸 ノ血 液 及 ビ各 種 臓 器 ノ還 元Glutathion逡 元 及

ビ邊 元 型Askorbin酸 含有 量 ノ結 核 感 染 二依 ル 攣 動

ヲ窺 知 セ ソ ト シテ實 験 ヲ行 ツ タ モ ノデ アル。
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海狸 二於ケ〃結核感染ハ人型強毒結核菌1.Omg及 ビ

0.001mgヲ 以 テ行 ヒ、感染後、第4週 問目、第11週

間目及ピ第16週 間目二肝臓、脾臓、肺臓及 ビ血液 ノ

i還元Glutathion及 ビ還元Askorbin酸 量 ヲ夫々i封照

健康海狸 ノソレ等 ト共 二,定量シテ、 ソノ攣動 ヲ見タ

課 デアル。定量法ノ・藤田氏 ノ記載二依ル沃度法及 ピ

Indophenol法 二擦ツタ。

實験成績 ヲ総括スノレト、次 ノ如 クデアル。

1)結 核症 ノ急激 二進行スル初期二於テノ・、肝臓 ノ還

元GlutathiQn含 有 量ノ・減少シ、血液 ノ還元Glutathion

含有 量ハ却 テ墳加スル。

2)結 核症 ノ極期二於テノ・肝臓 ノ選元Glutathion含

有 量ハ減少 シ、肺臓 ノ還元Glutathion含 有量ハ明 カ

ニ増1加スル。

3)結 核病墜 ノ著 シイ場合ニノ・脾臓 ノ還元Glutathion

含 有量ハ稽 く減少 ノ傾向 ヲ示スヤウデアル。

4)結 核 ノ進行 ノ殆 ソド停止 シタ時期二於テへ 肝

臓、脾臓、肺臓及 ビ血液中ノ還元Glutatlaion含 有量

ハ常値二復スルヲ常 トスノレ。

5)結 核症ニヨル肝臓、脾臓及ビ肺臓 ノ逡元性Asko-

rbin酸 含 有量ノ攣動二關 シテハ個性的差異 ノ著 シイ

1爲メ著者等 ノ實験 カラ結論 ヲ下ス事ハ出來ナイ。

(傳研 柳澤抄)

ρ牛 結 核 ノ化學 療 法

VonProf.Ralcevt6undAssisしDr.Giricek:Chemo.

therapeutischeHeilversuchegegendieTubercUlose

desRindes(BerlinerTieriirztliCheWochenschrift

1937.Nr.34.)

結 核 ノ撲 減 ハ 杜 會 ノ 大 問題 ニ シテ 亦 獣 聲 師 ニ ア リテ

モ 重 大 覗 サ レテ ヰノレ。 現 在敷 果 ア ノレ療 法 ト云 ハル ・

モ ノ ニ テ モ 爾 再 蛮 ヲス ル モ ノ 屡 くア リ。 先 頃 壁 表 セ

〃Galノ 報 告 ハ興 味 アル モ ノナ リ。Gal氏 庫 方、 沃

度0.2、 「カ〃 フ〃 」2.Oi「 オ レー フ」油100.O,「 ベ ソ

チ ソ」12.0、 之 ヲ筋 肉 内 二全 量1425ccm注 射 ス。 注射

後 一 時 的 二痩 削 スル モ 次 デ榮 養 状 態 良 好 トナ リ、大 部

分 ハ「ツ ベル ク リ ソ」反 磨 陰 性 トナル 。即 治療 動 物 ノ60

%ハ2-3月 ニ テ陰 性bナ リ、 残 絵 ハ治療 ヲ 綴 績 ス〃

事 ニ ヨ リ 反 慮 陰 性 トナル 。 屍 盤 解 剖 所 見 ハ 病 竈 乾酪

愛 性 、 石 灰 化 叉 ノ・清 退 セル ヲ ミル。HauPttnamハ

25%ノJodipin10-100gr注 射 ス。 叉Jodformヲ 用

フル 署 師 モ ア、リ。 骨 結 核 二 良 好 ナ リ ト云 フ。 爾 試 ミ

テ良 キ モ ノニ金 製 刺Sanocrysinア リ。 著 者 ハ多 数 ノ

牛 二就 キ テGalノ 方 法 ヲ 行 ヒ タル モGalノ 言 フ如

キ成 績 ヲ得 ズ。 此 ノ方法 ヲ 行 フ ニ ハ 共 ノ適 慮 症 ヲ定

ムル ヲ要 ス ト。 而 シ テ此 ノ 方 法 ノ ミニ テ 結 核 ヲ 治癒

セ シメ得 ル モ ノナ ラ ズ ト言 フ億(北 研 野 中抄)

會報並3雑 報

011月 中新入會者

高 安 彰 兵庫縣川邊郡立花村塚口住宅地

第15巷 第10號 井下勝馬論文訂正

同馬論女「結核二於ケル赤血球沈降反磨 ノ實験的研

究補遺」末尾二掲載セル附圖(1)一 く5)・・、11月 號 同氏

論衣 「結核菌培養濾液中 ノ血歴下降物質 二就テSノ 附

圖ノ誤載二就 キ訂正 ス。爾ホ同附圖ハ再印刷 シテ11月

號同氏論丈末尾二掲載セ リ。




